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日
本
経
済
の
環
境
と
戦
略

伊
藤
埼
大
経
済
学
部
長
が
講
演

埼経協ニュース３５９号

本
年
度
よ
り
の
新
事
業
で
あ
る
「
埼

玉
大
学
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
合
同
特

別
公
開
講
座
」
が
九
月
十
五
日
に
開
講

し
た
。

本
講
座
は
、
産
学
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

さ
ら
に
は
広
く
県
内
企
業
経
営
者
等
に

対
し
新
た
な
経
営
に
関
す
る
情
報
の
発

信
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
設
さ

れ
た
も
の
で
、
第
一
回
の
講
座
は
、
九

月
十
五
日
�
、
午
後
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
開
催
さ

れ
、
当
日
は
本
会
会
員
企
業
、
埼
玉
大

学
関
係
者
な
ど
、
約
一
四
〇
名
が
参
加

し
た
。

本
講
座
は
、
ま
ず
開
会
に
先
立
ち
主

催
者
を
代
表
し
て
埼
玉
大
学
学
長
上
井

喜
彦
氏
、
本
会
利
根
会
長
の
開
会
の
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
「
事
務
局
報

告
」「
埼
玉
大
学
経
済
学
部
紹
介
」
を

経
て
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
長
伊
藤
修

氏
よ
り
、「
日
本
経
済
の
環
境
と
戦
略

を
考
え
る
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。伊

藤
経
済
学
部
長
は
、
は
じ
め
に
山

一
證
券
百
年
史
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
た

経
緯
か
ら
「
山
一
證
券
１
０
０
年
史
か

ら
企
業
の
岐
路
を
考
え
る
」
と
題
し
、

山
一
證
券
の
破
綻
に
至
っ
た
要
因
を

「
自
社
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
見
通

し
の
甘
さ
」「
自
社
ド
メ
イ
ン
の
位
置

付
け
の
不
明
確
さ
」「
組
織
と
人
材
活

性
策
へ
の
不
十
分
な
取
組
み
」
等
の
観

点
か
ら
詳
細
に
説
明
し
、
こ
れ
ら
の
三

点
が
企
業
の
盛
衰
を
分
け
る
大
き
な
分

岐
点
と
な
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
日
本
経
済
の
環
境
と
戦
略

を
考
え
る
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

日
本
経
済
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
条

件
、
日
本
の
今
後
の
成
長
戦
略
、
日
本

企
業
の
あ
る
べ
き
組
織
と
人
材
戦
略
等

の
諸
点
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
、
最
後
に

埼
玉
の
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
た
。

講
演
会
終
了
後
、
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
会
員
同
士
、
ま
た
会
員
と
埼
玉
大

学
関
係
者
と
の
活
発
な
懇
談
が
行
わ
れ
、

交
流
会
も
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

な
お
、
第
二
回
目
の
講
座
は
、
十
二

月
九
日
�
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
詳
細
は
第
二
回
開
催
の
ご
案
内
参

照
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１０ 月号

日本経団連 埼玉

埼埼
大大
とと
合合
同同
特特
別別
公公
開開
講講
座座

本
会

九
月
か
ら
新
事
業
が
ス
タ
ー
ト

１０・１１
開
会
挨
拶
を
す
る
上
井
埼
玉
大
学
学
長

講
演
を
す
る

埼
玉
大
学
伊
藤
経
済
学
部
長

交
流
会
の
開
会
挨
拶
を
す
る

原
名
誉
会
長

― １ ―
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本
合
同
特
別
公
開
講
座
は
、
産
学
連

携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
会
員
を
は

じ
め
、
広
く
県
内
の
企
業
経
営
者
の
皆

様
に
対
し
、
新
た
な
経
営
に
関
す
る
情

報
収
集
ル
ー
ト
を
ご
提
供
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
と
の

連
携
事
業
と
し
て
、
本
日
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
、
新
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
現
下
の
経
済
情
勢
に
目
を
転

じ
ま
す
と
、
日
本
経
済
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
を
底
と
し
て
、
新
興
国
需
要

に
牽
引
さ
れ
、
回
復
基
調
で
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
足
元
で
は
そ
の
勢
い
が

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
、
加
え
て
十
五
年
ぶ

り
の
円
高
に
よ
り
、
先
行
き
不
透
明
感

を
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
済
環
境
下
に
あ
っ
て
も
、

市
場
を
見
渡
せ
ば
、
必
ず
持
続
的
成
長

を
遂
げ
て
い
る
企
業
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
共
通
し
て

み
ら
れ
る
特
徴
は
、�
た
ゆ
ま
ぬ
自
己

変
革
の
姿
�
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

厳
し
く
不
透
明
な
状
況
下
で
、
経
営

者
が
進
ん
で
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
事
実

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
等
を

踏
ま
え
る
と
、
現
状
に
留
ま
る
こ
と
は

す
な
わ
ち
後
退
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

皆
様
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
わ
ざ
に

『
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
』
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

経
営
者
が
、
将
来
を
展
望
す
る
時
必
要

な
の
は
、『
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
』

だ
け
で
は
な
く
、『
百
聞
は
一
考
に
如

か
ず
』、
そ
し
て
『
百
考
は
一
行
に
如

か
ず
』
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

要
す
る
に
『
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
』
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
自
ら

の
体
験
か
ら
�
一
考
�
す
な
わ
ち
考
え
、

さ
ら
に
�
一
行
�
す
な
わ
リ
ス
ク
を
取

っ
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
企
業
を
変
革
さ
せ
、
持
続

的
成
長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
経

営
者
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
課
題
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

目

次

頁

�
埼
玉
大
学
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
合
同
特

別
公
開
講
座
開
催

１

�
平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
開
催

３

�
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
情
勢
・
投
資
環
境
に

関
す
る
講
演
会
開
催

６

�
日
本
地
方
自
治
研
究
学
会
開
催
〜
利
根
会

長
パ
ネ
ラ
ー
と
し
た
参
加

６

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
本
田
技

研
工
業
埼
玉
製
作
所
長
片
山
行
氏

７
〜
８

�
第
三
十
一
次
小
笠
原
洋
上
研
修
開
催９

〜
１２

�
埼
玉
の
最
低
賃
金

１３

�
企
業
動
向
調
査
・
特
別
調
査
結
果

１４
〜
１７

�
日
本
経
団
連
二
〇
一
〇
年
三
月
新
規
学
卒

者
決
定
初
任
給
調
査
結
果

１８

�
青
年
経
営
者
部
会
九
月
例
会
・
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

１９

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

２０
〜
２１

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ
そ２２

�
埼
玉
県
高
等
学
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア
・
新

入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
開
催

２３

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報

２４

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
な
ど

２５
〜
２６

�
事
業
だ
よ
り
、
連
載
一
七
八
回
「
こ
ん
な

時
に
こ
ん
な
事
を
」

２７

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き
等

２８

利根会長

進
ん
で
リ
ス
ク
を
取
る

経
営
者
の
不
可
欠
な
課
題
に

埼玉大学・埼玉県経営者協会合同特別公開講座
平成２２年第２講開催のご案内

１．日 時 平成２２年１２月９日� １４時００分～１６時００分

演 題 『海外の事例から学ぶ～日本企業のあるべき人材・組織戦

略とは』

講 師 埼玉大学経済学部 教授 禹宗 （ウージョンウォン）氏

２．会 場 さいたま市大宮ソニック市民ホール・４０３

さいたま市大宮区桜木町１‐７‐５ ソニックシティビル４階

３．定 員 ８０名（会費無料） １社２名まで参加可

※受講券は発行いたしません。定員を超過しご参加いただけない場

合にのみご連絡いたします。

※送付済の参加申込書にてお申し込みください。

開
会
挨
拶
を
す
る
利
根
会
長

事
務
局
報
告
を
す
る
三
国
専
務
理
事

― ２ ―



本
年
度
二
回
目
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
一

〇
月
一
八
日
�
午
後
三
時
三
〇
分
よ
り
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
約
一
三

〇
名
の
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
会
に
先
立
ち
本
会
利
根
会

長
の
挨
拶
、
続
い
て
三
国
専
務
理
事
の
事
務
局

報
告
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
が
東
京
証
券
取
引

所
第
一
部
上
場
企
業
の
法
務
担
当
者
を
対
象
に

調
査
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
弁
護
士
ラ
ン
キ
ン
グ
二
〇

一
〇
の
「
不
祥
事
・
危
機
管
理
部
門
」
第
一
位

の
評
価
を
得
た
、
中
島
経
営
法
律
事
務
所
代
表

中
島
茂
氏
よ
り
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
の
確
立
に
向

け
て

経
営
者
は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
〜
企
業

不
祥
事
例
等
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
た
。

中
島
弁
護
士
は
、

一
、
事
例
か
ら
企
業
の
課
題
を
考
え
る

二
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

三
、
社
会
は
企
業
に
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か

四
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
確
立
す
る
た
め
に

五
、「
世
間
」
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

等
を
ポ
イ
ン
ト
に
詳
細
な
不
祥
事
例
の
解
説
を

交
え
な
が
ら
、
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
講
演

終
了
後
、
本
会
藤
池
副
会
長
よ
り
中
島
弁
護
士

へ
の
謝
辞
並
び
に
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
セ

ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
同
士
の
活
発
な
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

（
講
演
要
旨
は
以
下
に
掲
載
）

会
長
挨
拶
要
旨

引
き
続
き
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、

経
営
者
の
皆
様
は
、
日
々
業
績
の
向
上
を
目
指

し
。
ご
奮
闘
中
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

業
績
の
向
上
は
経
営
者
に
課
せ
ら
れ
た
重
要

な
責
務
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
、
会
社
経
営

の
基
盤
に
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
の
確
立
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。

今
更
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
祥
事

が
発
生
し
、
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
す
と
、
企
業
ブ
ラ
ン
ド
や
製
商
品
ブ
ラ
ン

ド
が
大
き
く
傷
つ
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
会
社
の
存
亡
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
一
部

の
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、
皆
様
の
会
社
で
も
い

つ
で
も
起
こ
り
得
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

「
社
会
的
使
命
を
全
う
す
る
あ
ま
り
、
会
社

が
つ
ぶ
れ
て
は
本
末
転
倒
だ
」
と
い
う
声
も
一

部
に
は
依
然
と
し
て
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

社
会
的
使
命
と
経
済
的
利
益
は
相
反
す
る
概

念
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
実
際
に
は
多
く
の
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ

て
い
る
企
業
は
、
社
会
的
使
命
を
追
求
し
、
同

時
に
経
済
的
成
功
を
収
め
て
き
た
と
い
う
歴
史

を
有
し
て
い
る
の
で
す
。

も
う
一
点
、
企
業
不
祥
事
に
つ
い
て
触
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
不
祥
事
を
起
こ
す
社

員
は
�
人
�
で
あ
り
、
そ
し
て
�
人
�
は
過
ち

を
犯
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
社
員
の
不
祥
事
を

防
ぐ
た
め
に
は
、「
ミ
ス
、
過
ち
は
隠
さ
れ
て

い
た
組
織
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
い
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
経
営
者
が
常
に
発
信

し
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
社
員
の
考
え
て
い
る

こ
と
に
も
っ
と
関
心
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
の
言
葉
に
『
愛
情
と
い
う
言
葉
の
反
意
語
は

憎
悪
で
は
な
い
、
無
関
心
で
あ
る
』
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
持
つ
意
味
は
、

経
営
者
に
と
っ
て
、
極
め
て
重
く
か
つ
重
要
な

言
葉
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
本
日
の
講
演
を
熱
心
に
ご
聴
講
い
た

だ
き
企
業
経
営
に
是
非
と
も
活
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

第
２
回

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
か
れ
る

『
Ｃ
Ｓ
Ｒ
経
営
確
立
に
経
営

者
は
ど
う
行
動
す
べ
き
か
』

危
機
管
理

第
一
人
者

中
島
茂
弁
護
士
が
講
演

平成２２年度 第３回トップセミナーのご案内

１．日 時 平成２３年３月９日� １４時００分～１６時００分
演 題 『企業を伸ばすリーダーの条件』
講 師 株式会社国際ビジネスブレーン 代表取締役社長 新 将命氏

２．会 場 パレスホテル大宮 ４階ローズルーム さいたま市大宮区桜木町１‐７‐５
３．定 員 １５０名（会費無料） １社２名まで参加可
※受講券は発行いたしません。定員を超過しご参加いただけない場合にのみご連絡いたします。
※送付済のトップセミナー参加申込書にてお申し込みください。

４．講師プロフィール

□株式会社国際ビジネス代表取締役社長。１９３６年東京生まれ。早稲田大学卒
□シエル石油、日本コカ・コーラ、ジョンソン・エンド・ジョンソン、フィリップスなどグローバ
ルエクセレンスカンパニー６社で社長職を３社、副社長を１社経験。
□２００３年から住友商事などのアドバイザリー・ボードメンバーを務める。長年の経験をベースに、
国内外で「リーダー人財開発」の使命に取り組んでいる。
□空虚な虚論や空論とは異なり、実際に役立つ“実践”の提唱を眼目とした、独特のリーダーシッ
プ論には定評がある。ユーモアあふれる独特の語り口は、経営幹部層や次世代リーダーの間で絶
大な人気を誇る。
□近著『経営の教科書』（ダイヤモンド社）、『リーダーの教科書』（ランダムハウス講談社）は、現
役経営者、若手リーダーの必読書となっている。

１
３
０
名
の
会
員
が
参
加
し
熱
心
に
聴

講
し
た

― ３ ―
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Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
確
立
に
向
け
て
、
経
営
者

が
ど
う
行
動
す
べ
き
か
―
企
業
不
祥
事

例
等
を
踏
ま
え
て

一
、
二
つ
の
事
例
か
ら
企
業
の
課
題
を

考
え
る

�
耐
震
偽
装
事
件

建
物
の
構
造
計
算
書
偽
装
事
件
で
関

与
し
た
建
設
会
社
、
不
動
産
販
売
会
社

が
破
産
す
る
と
と
も
に
検
査
会
社
が
認

定
取
り
消
し
、
さ
ら
に
偽
装
し
た
一
級

建
築
士
の
妻
が
自
殺
し
、
八
名
が
逮
捕

さ
れ
た
事
件
。

こ
れ
ら
関
係
者
の
犯
し
た
罪
状
は
、

建
築
士
は
名
義
貸
し
、
不
動
産
会
社
支

店
長
は
官
公
庁
に
提
出
す
る
書
類
に
記

載
し
た
売
上
高
の
水
増
し
、
検
査
会
社

は
資
本
金
水
増
し
と
い
う
事
実
で
罪
に

問
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
東
京
地

裁
か
ら
、
建
設
会
社
東
京
支
店
長
に
懲

役
一
年
、
執
行
猶
予
三
年
の
判
決
が
出

さ
れ
、
判
決
文
に
は
「
粉
飾
し
て
報
告

し
た
罪
は
重
い
が
、
そ
の
こ
と
と
耐
震

偽
装
と
は
因
果
関
係
が
な
い
」
と
の
記

載
。耐

震
偽
装
で
日
本
中
を
騒
が
せ
た
が
、

耐
震
偽
装
で
罪
に
問
わ
れ
て
い
な
い
の

が
現
実
で
あ
る
。

従
来
で
あ
れ
ば
、
逮
捕
に
至
ら
な
い

事
案
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
耐
震
偽
装
問
題
が
国
民
の

反
感
を
買
い
、

結
果
と
し
て

司
法
・
行
政

を
動
か
し
た

事
件
で
あ
っ

た
。そ

し
て
、

世
論
の
反
感

を
買
っ
た
企

業
は
、
破
産
、

行
政
処
分
、

損
害
賠
償
、

刑
事
罰
を
受

け
る
と
い
う

極
め
て
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ

を
被
っ
た
の

で
あ
る
。

�
牛
肉
偽
装
事
件

こ
の
事
件
は
、
牛
肉
一
〇
〇
％
と
表

示
し
た
コ
ロ
ッ
ケ
に
実
際
は
豚
肉
が
四

〇
％
か
ら
八
〇
％
含
ま
れ
て
い
た
と
い

う
偽
装
事
件
。
当
社
の
社
長
は
記
者
会

見
で
、
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
そ
の

事
実
を
否
定
。
後
日
、
子
息
の
役
員
か

ら
記
者
会
見
の
席
上
「
社
長
本
当
の
こ

と
を
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
諭
さ
れ
、
意

図
的
な
豚
肉
混
入
を
認
め
た
も
の
。

こ
の
事
件
で
は
、
社
長
が
逮
捕
さ
れ
、

札
幌
地
裁
か
ら
、
食
品
の
品
質
を
偽
っ

た
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
り
、
四
年
の

実
刑
判
決
を
受
け
た
。

こ
の
事
件
で
は
、
記
者
会
見
で
の
社

長
の
薄
笑
い
と
い
う
態
度
・
姿
勢
に
対

し
、
マ
ス
コ
ミ
、
世
論
の
批
判
が
集
中
。

結
果
と
し
て
司
法
を
動
か
し
、
健
康
被

害
が
誰
に
も
出
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
刑
四
年
と
い
う
極
め
て
厳
し

い
判
決
が
出
さ
れ
た
。「
実
害
が
出
た

か
出
な
い
か
」
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
、

実
害
が
出
て
い
な
く
て
も
、「
公
正
さ
」

が
企
業
に
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
た

典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。

二
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、Corporate

Social

Responsibility

の
略
で
あ
り
、
一
般

的
に
は
企
業
の
社
会
的
責
任
と
訳
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「Respon -

sibility

」
と
い
う
言
葉
の
元
々
の
意
味

は
、
宗
教
用
語
で
司
祭
に
応
え
て
聖
歌

隊
が
唱
え
る
応
答
歌
か
ら
き
て
い
る
。

司
祭
が
「
あ
な
た
た
ち
は
神
の
期
待
に

応
え
て
い
ま
す
か
」と
い
う
問
い
に「
応

え
て
い
ま
す
」
と
応
答
す
る
歌
が
も
と

も
と
の
語
源
。

「
神
の
期
待
に
応
え
る
」
と
い
う
こ

と
は
�
喜
び
�
で
あ
り
、
一
般
的
に
解

釈
さ
れ
て
い
る
�
責
任
�
と
は
そ
も
そ

も
の
概
念
が
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、「
あ
な
た
の
会
社
は
社

会
に
と
っ
て
必
要
で
す
か
」
と
い
う
社

会
の
要
求
に
、「
必
要
で
す
」
応
え
る

と
い
う
よ
う
に
理
解
・
認
識
す
べ
き
で

あ
る
。

こ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
し
て
象
徴
的
な
事

例
と
し
て
「
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
」
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
等
に
青
酸
カ
リ
を
混
入
す
る
と
い
う

脅
迫
に
よ
り
、
店
頭
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
類
が
撤
去
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が

な
く
な
れ
ば
子
供
の
虫
歯
が
減
る
と
い

う
よ
う
な
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
不
要
論
が
一

部
週
刊
誌
に
掲
載
さ
れ
製
菓
会
社
に
と

っ
て
一
層
の
逆
風
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
製
菓
会
社
に
は
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
類
が
な
く
な
れ
ば
、
夢
が

な
く
な
る
と
い
う
子
供
た
ち
の
手
紙
が

殺
到
、
子
供
た
ち
の
夢
を
守
ろ
う
と
い

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
か
っ
て
で
た
萩
本

欽
一
氏
の
必
死
の
Ｐ
Ｒ
等
、
製
菓
会
社

の
取
組
み
・
対
応
等
を
世
論
・
社
会
が

評
価
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
類
は
元
の
よ
う

に
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
事
例
は
、
山
一
證
券
自

主
廃
業
の
事
例
で
あ
る
。
当
時
、
山
一

證
券
は
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
、
会
社
更

生
法
を
申
請
す
る
と
い
う
見
方
が
支
配

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
果

的
に
は
、
東
京
地
裁
に
会
社
更
生
法
の

道
を
閉
ざ
さ
れ
、
自
主
廃
業
に
至
っ
た

事
例
で
あ
る
。

な
ぜ
、
東
京
地
裁
は
会
社
更
生
法
の

申
請
を
却
下
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
会

社
更
生
法
申
請
以
前
に
、
損
失
補
て
ん
、

反
社
会
的
勢
力
と
の
繋
が
り
等
か
ら
山

一
證
券
が
世
論
か
ら
指
弾
さ
れ
て
お
り
、

「
山
一
証
券
は
世
間
の
支
援
は
得
ら
れ

な
い
」
と
の
裁
判
所
判
断
が
根
底
に
あ

っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

こ
の
項
の
最
後
に
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
と

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は

「
企
業
が
社
会
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ

て
い
る
か
と
い
う
社
会
の
リ
ト
マ
ス
試

験
紙
」
で
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
は
、「
社
会
の
期
待
に
応
え
よ
う
と

い
う
企
業
の
努
力
」
と
い
う
よ
う
に
理

解
す
べ
き
で
あ
る
。

三
、
で
は
、
社
会
は
企
業
に
何
を
期
待

し
て
い
る
か

ま
ず
、
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の
「
生

活
者
の
企
業
感
」
ア
ン
ケ
ー
ト
（
二
〇

〇
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
果
た
す

べ
き
役
割
や
責
任
と
し
て
高
い
回
答
を

得
て
い
る
項
目
を
見
る
と
、
一
位
「
安

中中
島島
茂茂
氏氏
講講
演演
要要
旨旨

講
演
す
る
中
島
弁
護
士

― ４ ―



全
・
安
心
で
優
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
な
価
格
で
提
供
す
る
」、
二
位

「
不
足
の
事
態
が
発
生
し
た
際
に
的
確

な
対
応
を
と
る
」、
三
位
「
社
会
倫
理

に
即
し
た
企
業
倫
理
を
確
立
・
順
守
す

る
」、
第
四
位
「
雇
用
を
維
持
、
創
出

す
る
」、
第
五
位
「
働
き
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
」、
第
六
位

「
環
境
保
護
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、

「
安
心
・
安
全
」「
環
境
保
護
」「
公
正
」

と
い
う
点
に
つ
い
て
、
事
例
を
踏
ま
え

そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
以
下
説
明
す
る
。

□
安
心
・
安
全

安
心
・
安
全
に
つ
い
て
の
事
例
と
し

て
は
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
発
生
し
一

〇
七
名
の
死
者
を
出
し
た
西
日
本
旅
客

�
道
の
列
車
脱
線
転
覆
事
故
に
触
れ
て

み
た
い
。

こ
の
事
例
で
は
、
二
〇
〇
九
年
七
月

に
社
長
が
起
訴
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
三

月
に
神
戸
第
一
検
察
審
査
会
が
、
歴
代

三
社
長
を
起
訴
す
べ
き
と
議
決
し
て
い

る
。
社
長
の
起
訴
理
由
は
、
一
九
九
六

年
十
二
月
に
遡
り
、当
時
常
務
取
締
役
・

鉄
道
本
部
長
だ
っ
た
社
長
が
、
他
の
路

線
と
接
続
す
る
た
め
、
線
路
の
カ
ー
ブ

を
小
さ
く
付
け
替
え
る
工
事
に
際
し
て
、

Ａ
Ｔ
Ｓ
を
設
置
し
な
か
っ
た
と
い
う
業

務
上
過
失
致
死
罪
で
起
訴
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
も
っ
と
具
体
的
に
説
明
す
れ

ば
、
当
該
工
事
に
際
し
、
部
下
か
ら「
安

全
装
置
を
付
け
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
た

当
時
の
常
務
取
締
役
が
「
不
要
」
と
判

断
し
た
こ
と
が
業
務
上
過
失
致
死
罪
に

よ
る
起
訴
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

何
と
九
年
前
の
判
断
が
問
わ
れ
た
事

件
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
は
、
多
く

の
企
業
並
び
に
企
業
経
営
者
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
も
の
で
あ
る
。

□
環
境
保
全

環
境
保
護
に
関
連
し
た
事
例
と
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
見
切
り
販
売
問
題
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
売
れ
残
っ
た
弁
当
を
加

盟
店
が
値
下
げ
し
て
販
売
し
た
こ
と
に

対
し
、
コ
ン
ビ
ニ
本
部
側
が
加
盟
店
と

締
結
し
た
契
約
に
基
づ
き
、
加
盟
店
側

の
見
切
り
販
売
を
制
限
し
た
事
案
。

結
果
は
、
契
約
は
有
効
で
あ
る
も
の

の
、
弁
当
を
捨
て
る
と
い
う
行
為
に
対

し
資
源
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
と
い
う
世

論
が
行
政
を
動
か
し
、
優
越
的
地
位
の

乱
用
と
し
て
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
本
部
に
対
し
排
除
措
置
命
令
が

出
さ
れ
た
。
法
令
・
契
約
面
で
は
全
く

問
題
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、法
令
・

契
約
が
環
境
保
全
の
重
さ
と
い
う
国
民

世
論
に
劣
後
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

□
公
正

次
は
、
公
正
さ
、
具
体
的
に
は
情
報

開
示
の
重
要
性
に
関
連
し
た
事
例
。
具

体
的
に
は
今
年
八
月
に
発
生
し
た
海
上

の
送
電
線
に
海
上
保
安
庁
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
接
触
・
墜
落
し
乗
員
五
名
全
員

が
死
亡
し
た
事
故
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
、
当
初
は
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
で
あ
っ
た
と

い
う
事
実
を
海
上
保
安
庁
が
公
表
せ
ず
、

後
に
そ
の
事
実
が
発
覚
、
世
間
・
マ
ス

コ
ミ
か
ら
大
き
な
非
難
を
浴
び
、
海
上

保
安
庁
の
幹
部
職
員
が
更
迭
さ
れ
た
事

案
。公

表
し
な
い
と
い
う
判
断
を
す
る
前

に
、
後
日
、
未
公
表
の
事
実
が
発
覚
し

た
場
合
、
世
論
か
ど
う
動
く
か
と
い
う

リ
ス
ク
管
理
・
認
識
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
の
が
決
定
的
な
問
題
点
で

あ
っ
た
。

本
件
の
場
合
、
当
初
か
ら
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
飛
行
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
を
公
表
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
済

ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
納
得
で
き

る
事
実
経
過
を
知
り
た
い
と
い
う
世
論

と
こ
れ
に
応
え
る
組
織
の
社
会
的
責
任

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。

四
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
確
立
す
る
た
め
に

次
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
確
立
す
る
た
め
に

ど
う
い
う
こ
と
が
必
要
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
。

ま
ず
は
、
ト
ッ
プ
自
ら
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

重
要
性
を
組
織
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
当

社
が
第
一
に
優
先
す
る
の
は
顧
客
の
安

全
・
安
心
・
満
足
で
あ
る
」「
万
一
、
製

品
に
不
具
合
が
あ
る
と
き
は
そ
の
対
処

を
最
優
先
す
る
」
等
の
企
業
行
動
指
針

の
策
定
と
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
踏
ま
え
た
当
該
方
針
の
定
期
的
な

見
直
し
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
方
針
の

定
着
に
向
け
た
ト
ッ
プ
の
言
動
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
企
業
行
動
指
針
に
示
さ

れ
た
項
目
を
具
体
的
な
行
動
に
落
と
し

込
み
、
さ
ら
に
そ
れ
を
人
事
考
課
項
目

に
組
込
み
、
継
続
的
に
評
価
す
る
こ
と

で
あ
る
。

第
三
に
は
、実
効
的
な
研
修
を
企
画
・

実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
内

容
に
言
及
す
る
と
、
ま
ず
研
修
の
目
的

は
「
社
会
貢
献
こ
そ
企
業
目
的
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
社
員
に
理
解
さ
せ

る
と
と
も
に
、
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を

順
守
す
る
こ
と
は
、
他
で
も
な
い
「
自

分
を
守
る
」
た
め
だ
と
い
う
こ
と
を
徹

底
的
に
認
識
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
あ

る
。ま

た
研
修
の
方
法
は
、
少
数
制
の
参

加
型
研
修
と
し
、
リ
ア
ル
な
ケ
ー
ス
を

少
数
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
、
そ
の
後
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
よ
う
な
形
式
が
望
ま
し
い
。

そ
し
て
、
研
修
に
関
し
て
極
め
て
重

要
こ
と
と
し
て
、
研
修
記
録
の
保
存
と

い
う
こ
と
が
あ
る
。
仮
に
独
禁
法
に
違

反
す
る
事
案
で
会
社
が
摘
発
さ
れ
、
株

主
代
表
訴
訟
を
提
起
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を

想
定
し
て
み
る
と
、
取
締
役
と
し
て
独

禁
法
順
守
に
関
し
て
、
善
管
注
意
義
務

違
反
の
有
無
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

こ
の
際
に
、
独
禁
法
順
守
の
た
め
に

社
員
研
修
を
徹
底
し
て
実
施
し
た
と
い

う
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
研
修
を

実
施
し
た
と
い
う
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
取
締
役
と
し
て
責
任
を

回
避
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

よ
う
に
研
修
記
録
の
保
存
は
極
め
て
重

要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

五
、「
世
間
」
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

最
後
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
確
立
に
関
し
て

触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、「
世
間
」
へ

の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
新
聞
、
雑
誌
、
Ｔ

Ｖ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
各
メ
デ
ィ

ア
の
活
用
、
公
共
の
場
に
接
す
る
、
人

脈
を
広
げ
る
、
そ
し
て
世
の
中
の
各
種

事
故
事
例
を
学
ぶ
こ
と
等
を
通
じ
、
企

業
情
報
等
の
受
け
手
、
言
い
換
え
れ
ば

世
間
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
お
く
と
い

う
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
文
責
事
務
局
）

講
師
に
対
す
る
謝
辞
並
び
に
閉
会
の
挨

拶
を
す
る
藤
池
副
会
長

― ５ ―



平
成
二
十
二
年
一
〇
月
四
日
�
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
情
勢
・
投
資
環
境
に

関
す
る
講
演
会
が
パ
レ
ル
ホ
テ
ル
大
宮

三
階
・
チ
ェ
リ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、

約
七
〇
名
の
会
員
等
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

利
根
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
い
て
、

講
演
会
に
移
り
、
ま
ず
第
一
部
で
は
前

カ
ン
ボ
ジ
ア
大
使
で
現
公
益
財
団
法
人

Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｆ
（Cam

bodia
Interna -

tional
Education

Suport
Founda -

tion

）
副
理
事
長
篠
原
勝
弘
氏
よ
り
、

「
メ
コ
ン
流
域
諸
国
に
お
け
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
位
置
付
け
」
と
題
し
て
メ
コ
ン

流
域
諸
国
と
の
協
力
の
重
要
性
、
メ
コ

ン
流
域
の
地
域
的
な
経
済
統
合
の
動
き
、

そ
し
て
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｆ
理

事
長
の
大
久
保
秀
夫
氏
か
ら

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
環
境
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
、
経
済

特
区
の
概
要
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
一
九
九
八

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
一

〇
年
間
の
平
均
経
済
成
長
率
が

九
・
四
％
と
ア
セ
ア
ン
諸
国
中

最
高
の
経
済
成
長
を
遂
げ
て
お

り
、
参
加
者
か
ら
も
多
数
の
質

問
が
出
さ
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た

講
演
会
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
八
日
�
日
本

地
方
自
治
研
究
学
会
第
二
十
七
回
全
国

大
会
が
、
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
上
田
清
司
埼

玉
県
知
事
の
「
結
果
を
出
す
行
政
〜
埼

玉
の
取
組
み
〜
」
と
の
特
別
講
演
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、「
埼
玉
の
地
域
経
済

の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
約
四
〇
〇
名
の
参
加
者
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
本
会
利
根

会
長
が
、
川
合
善
明
川
越
市
長
、
藤
縄

善
朗
鶴
ヶ
島
市
長
、
久
喜
邦
康
秩
父
市

長
、
小
林
真
理
早
稲
田
大
学
教
授
と
と

も
に
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
。
利
根

会
長
は
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
冒
頭
、

「
日
本
経
済
の
現
状
と
課
題
」「
日
本

経
済
活
性
化
の
た
め
の
重
点
施
策
と
将

来
展
望
」
と
題
す
る
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ

ー
チ
を
行
っ
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
情
勢
・
投

資
環
境
に
関
す
る
講
演
会
開
催

日
本
地
方
自
治
研
究
学
会

利
根
会
長
が
パ
ネ
ラ
ー
で
参
加

第
２７
回
全
国
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講演する篠原勝弘前カンボジア大使

７０
名
が
参
加
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
環
境
等

の
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
た

講
演
す
る
大
久
保
理
事
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
４
０
０
名
が
参

加
し
た

キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
う

本
会
利
根
会
長
（
右
）

― ６ ―
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こ
の
人
は
、
ク
ル
マ
大
好
き
人
間
。
物
心
つ
く
と
す
ぐ

に
動
く
モ
ノ
に
、
周
囲
が
驚
く
ほ
ど
の
関
心
を
示
し
始
め
、

大
学
時
代
に
は
自
動
車
部
で
各
種
競
技
に
参
加
す
る
な
ど
、

文
字
通
り
今
で
も
ク
ル
マ
一
筋
の
人
生
で
あ
る
が
、「
こ

の
歳
に
な
っ
て
、
や
っ
と
好
き
だ
け
で
は
厳
し
い
面
も
あ

る
」
と
ー
。

昭
和
三
十
一
年
八
月
九
日
、
長
野
県
・
南
木
曾
町
生
ま

れ
。
三
歳
頃
ま
で
は
生
地
で
過
ご
す
が
、
そ
の
後
は
電
電

公
社
に
勤
め
る
父
・
善
太
郎
さ
ん
の
職
業
柄
各
地
に
移
り

住
み
、
小
学
校
四
つ
、
中
学
校
も
二
つ
変
わ
り
、
高
校
時

代
に
よ
う
や
く
長
野
市
に
落
ち
着
く
。「
小
学
校
の
時
は
、

転
校
ば
か
り
し
て
い
た
」。

昭
和
五
十
六
年
中
央
大
学
理
工
学
部
を
卒
業
し
て
同
年

四
月
、
本
田
技
研
工
業
�
に
入
社
。
平
成
十
四
年
、
生
産

本
部
四
輪
新
機
種

セ
ン
タ
ー
完
成
車

技
術
室
長
、
十
八

年
四
月
、
ホ
ン
ダ

カ
ナ
ダ
・
イ
ン
コ

ー
ポ
レ
ー
テ
ッ
ド

駐
在
、
十
九
年
四

月
、
製
造
部
門
担

当
取
締
役
。
六
月
、

本
田
技
研
工
業
執

行
役
員
、
二
十
一

年
四
月
、
埼
玉
製

作
所
長
に
就
任
、

現
在
に
至
る
。

名
前
に
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

「
父
の
名
前
は
善

太
郎
で
三
文
字
。
そ
こ
で
子
供
に
は
シ
ン
プ
ル
で
、
且
つ

意
味
の
あ
る
名
を
と
考
え
、
長
男
の
私
が
『
行
』、
次
男

に
『
有
』、
三
男
は
『
修
』
に
し
た
と
言
い
、
三
人
と
も

一
文
字
。『
行
』
の
謂
れ
は
、
旁
と
偏
で
右
手
と
左
手
の

感
じ
に
な
り
、『
中
庸
を
行
け
』
と
の
意
味
合
い
で
命
名

し
た
」
そ
う
だ
。

新
潟
に
住
ん
で
い
た
中
学
の
頃
、
新
聞
紙
上
に
珍
し
い

名
前
と
し
て
、
同
名
の
赤
ち
ゃ
ん
の
記
事
が
載
っ
た
。
そ

の
時
、「
お
れ
の
方
が
先
立
っ
た
の
に
…
」
と
苦
笑
し
た

と
い
う
が
、
ご
自
身
、「
こ
の
名
は
簡
単
だ
が
、
却
っ
て

な
か
な
か
読
め
な
い
よ
う
で
、
覚
え
て
貰
え
た
」
と
満
足

そ
う
で
あ
る
。

子
供
の
頃
の
思
い
出
は
、
あ
ま
り
印
象
に
残
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
た
だ
一
つ
実
際
に
動
い
て
る
ク
ル
マ
と
か
、

小
さ
な
エ
ン
ジ
ン
で
飛
ば
す
模
型
飛
行
機
等
、
動
く
モ
ノ

に
興
味
が
異
常
に
偏
り
、
他
に
関
心
は
な
か
っ
た
。
本
田

技
研
工
業
�
入
社
希
望
の
動
機
も
、
ク
ル
マ
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
…
。「
幸
い
第
一
希
望
の
会
社
に
入
社
で
き
た
が
、

採
用
は
理
系
二
五
〇
人
、
文
系
一
〇
〇
人
位
で
、
倍
率
は

さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
面
接
試
験
も
割
合
簡
単
だ
っ
た
よ
う

に
思
う
」。

ホ
ン
ダ
の
事
業
を
一
貫
し
て
生
産
領
域
か
ら
支
え
る

入
社
後
、
と
り
わ
け
印
象
に
残
る
事
例
と
し
て
は
、「
埼

玉
製
作
所
で
実
習
後
、
鈴
鹿
製
作
所
に
行
き
、
そ
の
後
も

出
張
の
形
で
三
年
半
も
通
う
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
現
場
（
工

場
）
だ
っ
た
が
、
そ
の
間
手
掛
け
た
の
が
主
に
工
場
生
産

設
備
技
術
担
当
で
あ
り
、そ
の
都
度
自
分
で
考
え
た
設
備
・

機
械
が
多
数
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
。「

折
し
も
丁
度
、
本
田
技
研
も
そ
の
頃
か
ら
生
産
量
が

増
加
。
入
社
当
時
、
埼
玉
、
鈴
鹿
で
し
か
生
産
し
て
い
な

か
っ
た
四
輪
も
、
そ
の
前
後
か
ら
海
外
展
開
に
乗
り
出
し

て
お
り
、
自
ら
も
ホ
ン
ダ
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
り

上
げ
て
き
た
と
い
う
気
が
し
て
い
る
」。

そ
し
て
平
成
十
四
年
四
月
、
片
山
さ
ん
は
生
産
本
部
四

輪
新
機
種
セ
ン
タ
ー
完
成
車
技
術
室
長
に
就
任
、ニ
ュ
ー
・

モ
デ
ル
の
企
画
・
計
画
段
階
を
担
当
す
る
。
同
社
の
新
車

種
は
従
来
、
研
究
所
と
各
工
場
の
新
機
種
担
当
部
門
が
中

心
に
な
っ
て
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
集

め
た
新
組
織
が
同
セ
ン
タ
ー
。
片
山
さ
ん
は
「
実
を
言
う

と
、
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
と
は
ち
ょ
っ
と
畑
が
違
っ
た
。

企
画
段
階
の
仕
事
は
勿
論
、
試
作
、
設
備
、
製
造
等
幅
広

い
領
域
に
関
わ
っ
て
く
る
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
生

産
設
備
領
域
を
中
心
に
新
機
種
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、
こ

れ
だ
け
幅
広
い
領
域
を
任
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
と
て

も
新
鮮
な
刺
激
を
受
け
た
」。

と
こ
ろ
で
、
ひ
と
口
に
新
車
種
と
言
っ
て
も
「
搆
想
段

階
か
ら
完
成
ま
で
に
は
相
当
長
い
時
間
が
か
か
る
。
製
造

開
始
か
ら
逆
算
す
る
と
、
お
よ
そ
三
年
位
前
か
ら
仕
事
が

始
ま
る
。
本
田
技
研
工
業
は
Ｓ
Ｅ
Ｄ
と
言
っ
て
、
セ
ー
ル

ス
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
開
発
の
各
部
署
の
関
係
者
が

集
ま
っ
て
、
一
つ
の
モ
デ
ル
を
検
討
し
、
前
段
階
の
仕
事

が
固
ま
る
と
、
今
度
は
実
際
に
生
産
に
結
び
つ
け
て
、
工

場
主
体
で
立
ち
上
げ
の
準
備
、
段
取
り
を
す
る
。

片
山
さ
ん
が
新
機
種
セ
ン
タ
ー
で
最
初
に
関
わ
っ
た
新

車
種
は
、
平
成
十
四
年
の
初
代
「
フ
ィ
ッ
ト
」。
前
年
ま

で
工
場
で
製
造
ラ
イ
ン
の
改
革
を
担
当
。
そ
の
新
し
い
生

産
ラ
イ
ン
の
経
験
等
を
モ
デ
ル
の
開
発
側
に
伝
達
す
る
立

場
で
新
機
種
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
た
ら
し
い
と
か
。

唯
一
の
海
外
勤
務
で
は
離
任
挨
拶
が
心
残
り

唯
一
の

海
外
勤
務
は
平
成
十
八
年
か
ら
の
ホ
ン
ダ
カ
ナ
ダ
・
イ
ン

コ
ー
ポ
レ
ー
テ
ッ
ド
駐
在
だ
が
赴
任
直
後
、
北
米
で
の
販

売
の
売
れ
筋
の
車
が
変
化
。
新
規
事
業
に
追
わ
れ
一
年
半

ほ
ど
、
日
本
の
土
を
踏
ま
な
か
っ
た
。
戻
る
ヒ
マ
が
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
作
る
車
種
が
違
う
と
、
当
然
ラ
イ
ン

の
形
態
も
変
わ
る
。
と
り
わ
け
大
き
な
車
か
ら
、
小
さ
な

乗
用
車
へ
の
改
変
で
大
変
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う

仕
事
に
対
し
て
も
み
ん
な
非
常
に
積
極
的
で
、
正
直
に
言

っ
て
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
ヤ
ル
気
に
は
驚
い
た
。

た
だ
一
つ
、
残
念
だ
っ
た
の
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
で
、
離
任
最
後
の
ス
ピ
ー
チ
が
「
少
し
人
と
給
料
を
、

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
が
何
と
も
心
残
り
だ
っ
た
と
い
う
。

今
後
の
抱
負
は
「
生
産
工
場
自
体
を
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
即
し
た
形
に
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
、
去
る
七
月
十

五
日
、
対
外
発
表
さ
せ
て
貰
っ
た
が
、
寄
居
に
新
工
場
建

設
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
い
ま
ま
で
考
え
て
き
た
こ

と
を
実
現
し
た
い
し
、
ま
た
こ
の
埼
玉
製
作
所
の
働
く
職

場
環
境
な
ど
も
、
少
し
手
を
加
え
て
い
き
た
い
。

埼
玉
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
を
、
最
後
ま
で
や
り

き
る
こ
と
が
、
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
」。

趣
味
は
「
ク
ル
マ
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
最
近
そ
れ
が

で
き
な
い
の
が
、
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
学
生
時
代

は
自
動
車
部
で
い
ろ
ん
な
競
技
に
出
た
り
し
て
い
た
が
、

今
は
い
じ
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
も
で
き

な
い
し
…
」。

現
在
単
身
赴
任
で
川
越
市
内
。
家
族
は
四
人
で
、
名
古

屋
市
に
住
ん
で
い
る
。

（
葛
）

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

こ
う

執

行

役

員

埼
玉
製
作
所
長

片

山

行
氏

― ７ ―



www.musashinobank.co.jp

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

埼
玉
製
作
所
は
、
本
田
技
研
工
業
が

自
動
車
事
業
へ
参
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ホ
ン
ダ
初
の
本
格
的
な
四
輪
生
産
工
場

と
し
て
一
九
六
四
年
五
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
ホ
ン
ダ
を
代
表
す
る
小
型
車

か
ら
大
型
車
ま
で
、
合
計
で
十
一
車
種

を
生
産
し
て
お
り
、
ホ
ン
ダ
の
四
輪
車

主
力
生
産
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
産
台
数
は
、
二
本
の
生
産
ラ
イ

ン
で
日
産
千
八
百
台
、
二
〇
一
〇
年
度

年
間
で
は
約
四
三
万
八
千
台
の
生
産
計

画
と
な
っ
て
お
り
、
国
内
市
場
向
け
約

六
〇
％
、
輸
出
向
け
約
四
〇
％
の
生
産

比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

工
場
の
特
徴
と
し
て
は
「
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
生
産
体
質
」
が
挙
げ
ら
れ
、
国

内
外
の
生
産
拠
点
と
の
間
で
生
産
機
種

移
管
が
容
易
に
で
き
る
体
質
と
な
っ
て

い
ま
す
。
製
作
所
内
で
も
ラ
イ
ン
間
で

の
機
種
移
管
が
短
期
間
で
実
行
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
生
産
体
質
に
よ
り
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

生
産
対
応
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
埼
玉
製
作
所
は
、
海
外
生

産
拠
点
の
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ン
ダ
は

『
需
要
の
あ
る
所
で
生
産
す
る
』
と
い

う
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
早
く
か
ら
海

外
展
開
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
製
作
所

は
、
世
界
各
国
の
生
産
拠
点
に
対
し
、

工
場
立
ち
上
げ
支
援
や
新
機
種
導
入
支

援
な
ど
、
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
埼
玉
製
作
所
の
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
し
て
、
昨
年
小
川
町
に
新
し

い
エ
ン
ジ
ン
工
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
は
エ
ン
ジ
ン
用
基
幹
部
品
の
量
産

を
行
っ
て
お
り
、『
人
に
優
し
い
、
高

品
質
で
高
効
率
な
生
産
・
物
流
シ
ス
テ

ム
を
駆
使
し
た
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

循
環
型
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
ホ
ン
ダ
の
生
産
技
術
を
強
化
し
、

技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

寄
居
の
完
成
車
新
工
場
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
三
年
の
生
産
開
始

を
目
指
し
て
現
在
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
コ
ス
ト

や
品
質
の
競
争
力
強
化
に

加
え
、「
環
境
商
品
を
生

産
す
る
技
術
」
や
「
低
炭

素
で
生
産
す
る
技
術
」
と

い
っ
た
次
世
代
に
必
要
と

な
る
高
度
な
生
産
技
術
を

確
立
し
、
そ
れ
を
世
界
の

生
産
拠
点
に
水
平
展
開
す
る
役
割
を
担

う
工
場
と
な
る
予
定
で
す
。

こ
う
し
た
事
業
活
動
に
加
え
、
当
製

作
所
で
は
地
域
社
会
と
広
く
交
流
を
図

り
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
多
く
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
と
従
業
員
に
よ
る
「
花

を
植
え
る
会
」
や
、
売
上
金
の
一
部
を

地
元
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
す
る
「
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、
子
供
た

ち
を
対
象
に
、
自
然
の
樹
木
や
木
の
実

を
使
っ
て
モ
ノ
を
作
る
喜
び
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
自
然
環
境
に
つ
い
て

も
考
え
て
も
ら
う
「
環
境
わ
ご
ん
」、

従
業
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
に
よ
る

森
林
保
全
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
、
地

域
の
方
々
を
招
待
し
て
行
わ
れ
る
「
夏

祭
り
」「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
や
、
硬
式
野
球
部
・
陸
上
競
技
部

の
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
方
々

と
喜
び
・
感
動
を
共
有
す
る
場
づ
く
り

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
産
業
を
取
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
埼
玉
製
作
所
は
、
弛
ま

ぬ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
ホ
ン
ダ
の
モ
ノ
づ
く

り
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に

根
付
い
た
事
業
活
動
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
か
ら
存
在
を
期
待
さ
れ
る
事
業
所

で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

地地
域域
にに
根根
付付
きき
、、
存存
在在
をを
期期

待待
ささ
れれ
るる
事事
業業
所所
目目
指指
しし
てて

本田技研工業
埼玉製作所

狭
山
工
場

小
川
エ
ン
ジ
ン
工
場

建
設
中
の
寄
居
工
場

― ８ ―
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往往
路路
船船
内内
研研
修修
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

今
年
で
三
一
回
目
を
迎
え
た
「
小
笠
原

〜
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
〜
洋
上
研
修
」

の
洋
上
・
島
内
研
修
を
十
月
六
日
〜
十
一

日
の
六
日
間
で
実
施
し
、
本
会
本
多
康
夫

副
会
長
を
団
長
と
し
て
、
研
修
生
三
五
名
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
合
計
四
六
名
で
編
成
さ

れ
た
研
修
団
が
往
復
の
船
内
研
修
と
小
笠

原
村
・
父
島
で
の
研
修
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
計
画
通
り
終
了
し
た
。

酷
暑
も
一
段
落
し
、
や
っ
と
秋
め
い
た

気
温
と
な
っ
た
十
月
六
日
、
竹
芝
桟
橋
か

ら
の
出
航
を
前
に
小
笠
原
定
期
船
「
お
が

さ
わ
ら
丸
」（
六
七
〇
〇
ト
ン
）
を
眼
の

前
に
臨
む
埠
頭
公
園
で
出
航
式
が
行
わ
れ

た
。
本
多
団
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
小
笠
原
海
運
�
柴
田
隆
至
常
務
取
締

役
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
頂
戴
し
、
さ

ら
に
、
海
野
浩
昌
�
ト
ッ
パ
ン
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
Ｐ
Ｍ
製
造
部
長
か

ら
派
遣
企
業
見
送
り
の
方
を
代
表
し
て
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
三
国
雅
裕
本

会
専
務
理
事
が
、「
小
笠
原
に
行
く
と
い

う
こ
と
は
人
生
の
中
で
も
大
き
な
エ
ポ
ッ

ク
と
な
り
得
る
。
こ
の
貴
重
な
体
験
に
参

加
で
き
る
こ
と
を
派
遣
企
業
に
感
謝
し
、

こ
の
機
会
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
見
送
り
の
言
葉
を
述
べ
閉
式
、

お
が
さ
わ
ら
丸
は
定
刻
十
時
に
竹
芝
を
出

航
し
た
。

片
道
二
六
時
間
の
航
海
を
経
て
、
小
笠

原
・
父
島
に
は
翌
十
月
七
日
の
正
午
に
到

着
し
た
。
現
地
の
日
中
は
三
十
℃
の
最
高

気
温
と
な
り
、
南
国
の
陽
射
し
が
燦
々
と

降
り
注
い
で
い
た
。

今
次
洋
上
研
修
は
、
往
復
の
海
上
状
態

に
は
極
め
て
恵
ま
れ
、
例
年
の
研
修
で
は

船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
、
離
席
す
る
研
修
生

も
い
る
が
、
今
次
は
ほ
ぼ
全
員
参
加
で
予

定
通
り
の
洋
上
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

で
き
た
。
ま
た
、
父
島
で
の
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
島
内
研
修
も
滞
り
な
く
遂
行
し
た
。

往
き
の
洋
上
研
修
で
は
、
学
生
時
代
は

天
文
学
者
を
夢
見
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
本
多
団
長
が
「
星
座
の
は
な
し
」
と
し

て
、
こ
の
時
期
に
小
笠
原
で
観
察
可
能
な

星
座
や
代
表
的
な
惑
星
、
織
姫
と
彦
星
の

逸
話
な
ど
を
講
話
、
天
体
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
役
割
と
、
こ
の
研
修
で
学

ぶ
べ
き
こ
と
を
関
連
づ
け
、「
現
場
」「
現

実
」「
現
状
」
を
確
認
す
る
い
わ
ゆ
る
三

現
主
義
の
重
要
性
を
強
調
、
自
ら
確
認
し

て
納
得
し
て
か
ら
行
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
五
〜
六
名
で
チ
ー
ム
編

成
、
船
内
で
六
日
間
寝
食
を
共
に
す
る
。

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標

設
定
と
達
成
度
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

問
題
解
決
な
ど
を
体
感
す
る
。

小
笠
原
村
父
島
で
の
島
内
研
修
で
は
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
小

笠
原
諸
島
で
原
始
の
姿
を
残
す
そ
の
特
異

な
自
然
環
境
と
貴
重
な
動
植
物
な
ど
を
目

の
当
た
り
に
す
る
。
島
内
で
行
わ
れ
る
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ

ス
ト
を
通
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

や
役
割
分
担
の
重
要
性
、
主
体
的
で
積
極

的
な
行
動
の
必
要
性
な
ど
を
学
ぶ
。
ま
た
、

毎
年
温
か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
く
小
笠
原

村
の
村
民
の
方
と
ふ
れ
合
い
、
伝
統
芸
能

の
披
露
や
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し

て
い
た
だ
く
。

こ
れ
ら
、
洋
上
で
の
船
内
研
修
や
小
笠

原
の
大
自
然
と
い
う
非
日
常
空
間
で
自
ら

の
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
を
行
い
、
自
己

革
新
を
始
動
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
。

十
月
六
日
�
〜
七
日
�

�
本
多
団
長
に
よ
る
講
話

�
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

�
チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定

ａ
�
チ
ー
ム
運
営
目
標
と
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
（
約
束
宣
言
）

ｂ
�
チ
ー
ム
目
標
、個
人
目
標
の
発
表
・

ふ
り
か
え
り

�
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―

一
（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
）

�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
絵
に
よ
る
伝
達
」

�
役
割
担
当
者
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

【
小
笠
原
・
父
島
島
内
で
の
主
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
】

十
月
七
日
�
〜
十
日
�

�
島
内
見
学

�
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
星
空
見

学
会
）

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
野
外
体
験
学
習
）

�
現
地
交
歓
会
・
ラ
リ
ー
表
彰
式

小
笠
原
〜
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
〜
洋
上
研
修

計
画
通
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

第
３１
次

ス
タ
ッ
フ
含
め
４６
名
で
編
成

１０月１０日、父島出航前の研修団集合写真

― ９ ―
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復復
路路
船船
内内
研研
修修
のの
主主
なな
ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム

�
課
外
活
動

�
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

�
研
修
団
記
念
撮
影

な
ど

十
月
十
日
�
〜
十
一
日
�

�
お
が
さ
わ
ら
丸

船
内
見
学

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ふ
り
か
え
り

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

評
価

�
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
ふ
り
か
え

り
�
研
修
で
の
成
果
と
反
省

ａ
�
チ
ー
ム
目
標
の
ふ
り
か
え
り

ｂ
�
成
果
の
発
表
（
達
成
度
と
課
題
）

�
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―

二
（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相
互
理

解
）

�
個
人
別
能
力
要
件
の
ふ
り
か
え
り

	
「
行
動
開
発
計
画
表
」
の
解
説



研
修
の
総
括
・
ま
と
め

な
ど

■
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
多
団
長
に
よ
る
お
が
さ
わ
ら
丸

展
望
デ
ッ
キ
で
の
星
空
見
学
・
解

説
会

今
次
の
船
は
往
復
久
里
浜
寄
港
便
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
復
路
も
約
二
十
六
時
間

か
か
り
、
十
月
十
一
日
、
午
後
四
時
に
竹

芝
桟
橋
に
到
着
し
、
今
次
研
修
団
は
解
散

し
た
。

往
路
で
は
各
チ
ー
ム
内
も
、
研
修
生
全

体
の
雰
囲
気
も
ど
こ
か
遠
慮
が
ち
だ
っ
た

が
、
小
笠
原
で
の
島
内
研
修
を
体
験
し
た

こ
と
に
よ
り
復
路
で
は
チ
ー
ム
の
成
熟
度

が
増
し
、
個
人
の
主
体
性
も
発
揮
さ
れ
る

場
面
も
多
く
見
ら
れ
た
。
特
に
「
チ
ー
ム

活
動
の
成
果
と
反
省
」
の
発
表
で
は
、
す

べ
て
の
メ
ン
バ
ー
が
自
分
の
伝
え
た
い
こ

と
を
堂
々
と
発
表
し
、
七
月
の
第
一
回
集

合
研
修
で
行
っ
た
自
己
紹
介
の
発
表
の
時

と
は
明
ら
か
に
違
う
研
修
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
十
一
月
二
二
日
に
は
、
こ
の
研

修
の
最
後
と
な
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

（
第
四
回
集
合
研
修
）
が
行
わ
れ
、
こ
こ

に
は
、
派
遣
企
業
の
総
務
人
事
担
当
者
の

方
や
、
メ
ン
バ
ー
の
直
属
上
司
の
方
に
も

参
加
い
た
だ
く
。

リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

と
と
も
に
、
異
業
種
交
流
と
い
う
意
味
合

い
も
も
つ
こ
の
小
笠
原
洋
上
研
修
を
他
企

業
と
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や

人
脈
の
構
築
に
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

小
笠
原
洋
上
研
修
概
要

こ
の
研
修
は
、
本
会
が
「
次
代
を
担
う

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
職
場
リ

ー
ダ
ー
や
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
対
象
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中

心
の
体
験
・
自
己
参
画
型
研
修
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。

全
国
で
も
稀
な
六
カ
月
と
い
う
長
期
間

で
実
施
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
基
本
を
事
前
研
修
で
学
び
、
さ

ら
に
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
世
界
遺
産
登

録
申
請
中
の
「
小
笠
原
」
と
い
う
非
日
常

空
間
で
体
験
的
に
学
習
す
る
。
参
加
企
業

は
今
次
も
含
め
て
過
去
一
七
四
事
業
所
、

参
加
者
は
二
、
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
。

■
実
施
期
間
�
平
成
二
十
二
年
六
月
〜
十

一
月

■
研
修
団
派
遣
地
�
東
京
都
小
笠
原
村
・

父
島

■
研
修
使
用
船
�
小
笠
原
海
運
�
お
が
さ

わ
ら
丸

六
、七
〇
〇
ト
ン

■
参
加
者
�
二
〇
社
・
三
五
名

■
第
三
十
一
次
洋
上
研
修
団
�
四
六
名

■
協
賛
�
小
笠
原
村
、
小
笠
原
村
商
工
会
、

小
笠
原
村
観
光
協
会
、
小
笠
原
村
ホ
エ
ー

ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
産
業
能
率
大
学
、

日
本
通
運
汐
留
シ
オ
サ
イ
ト
旅
行
支
店
、

小
笠
原
海
運
（
順
不
同
）

第
三
十
一
次
研
修
日

程
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

六
月
〜

通
信
教
育
受
講
・
提
出

テ
キ
ス
ト
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎

知
識


・
�
」

◇
第
一
回
集
合
研
修
・
七
月
三
〇
日

＊
開
講
式

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
の
ね
ら
い
と
目
標

研
修
概
要
の
説
明

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
認

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
発
表

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義

�
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

演
習
と
ま
と
め

�
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
」

目
標
設
定
、
演
習
と
ま
と
め

＊
通
信
教
育

学
習
の
す
す
め
方

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
二
回
集
合
研
修
・
八
月
三
〇
日

＊
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
と
演
習

「
管
理
監
督
行
動
の
基
本
―


」

管
理
監
督
者
の
基
本
的
役
割

「
管
理
監
督
行
動
の
基
本
―
�
」

管
理
監
督
行
動
の
再
確
認
（
Ｃ
Ｃ

テ
ス
ト
）

「
管
理
監
督
行
動
の
実
践
」

組
織
と
管
理
、
管
理
プ
ロ
セ
ス
、

部
下
指
導
、
問
題
解
決
、
管
理
能

力
の
要
件

な
ど

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�
」
〜
身
体
か
ら
、
こ
こ
ろ
を
変
え

る
〜

＊
通
信
教
育
の
提
出
状
況

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
三
回
集
合
研
修
・
九
月
二
二
日

＊
チ
ー
ム
づ
く
り

ト
リ
オ
づ
く
り
〜
チ
ー
ム
づ
く
り

＊
講
義

「
個
人
目
標
・
チ
ー
ム
目
標
の
考
え

方
」

＊
講
義
と
演
習

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�
」
〜
思
考
か
ら
、
こ
こ
ろ
を
変
え

る
〜

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
�

基
本
ル
ー
ル
と
注
意
事
項
な
ど

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
六
日
〜
一
一
日
（
六
日
間
）

〔
概
要
は
前
述
〕

◇
第
四
回
集
合
研
修
・
十
一
月
二
二
日

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
〜
職
場
実
践
へ

の
キ
ッ
ク
オ
フ
〜

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
り
か
え
り
研
修
」

＊
講
義

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

�
」
〜
言
動
か
ら
、
こ
こ
ろ
を
変
え

る
〜

＊
講
義
・
発
表

「
行
動
開
発
計
画
表
の
発
表
」
と
ま
と

め
「
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
像
」

＊
「
ま
と
め
・
総
活
」

＊
通
信
教
育
修
了
式

＊
洋
上
研
修
修
了
式

＊
第
三
一
次
修
了
パ
ー
テ
ィ

１０
月
６
日

竹
芝
桟
橋
で
の
出
航
式

１０
月
６
日

洋
上
研
修

チ
ー
ム
目
標

の
発
表

―１０―



第３１次小笠原洋上研修参加者名簿
企業名５０音順

参加者

大山 裕也

三原 豊

田中 克典

岩間 仙伊

小島 史彦

星野 政夫

叶 淳一郎

北川 嘉隆

和田 将生

渋谷 直樹

鈴木 隆行

金井 敬広

松本 武

猪股 寛信

加藤 真実

小原 諭

桑原 利之

砂川 昇太

久光 雅彦

冨士原一実

間瀬 勝実

清水 政信

須永 浩史

茂木 勉

塚田 光也

今井 大悟

吉岡 孝之

小田 直樹

金子雄一郎

堀井 隆

村岡 広淳

斉藤 和則

高橋 明光

本橋 隆行

関根 健雄

企 業 名

アイル・コーポレーション�

�朝日ラバー

AGS�

〃

クリーンシステム�

�コーセー 狭山事業所

〃

〃

�埼玉りそな銀行

サイデン化学�

〃

坂戸ガス�

〃

�トッパンエレクトロニクスプロダクツ

〃

�トッパンコミュニケーションプロダクツ

〃

凸版情報加工�

〃

日東商事�

�日本キャンパック

〃

〃

〃

〃

日本畜産興業�

日本通運� 埼玉支店

〃

初雁興業�

�ビージーエンジニアリング

武州ガス�

〃

武州産業�

社会福祉法人隼人会 まきば園

〃

第３１次小笠原洋上研修参加者名簿 団長・スタッフ
所 属 ・ 役 職

�埼玉県経営者協会 副会長

組織文化工学研究所 代表

�オレンヂファーム 専務取締役

チアーズコンサルティング 代表

ウェルネス コーディネーター

東京電力�埼玉支店

日本通運�汐留シオサイト旅行支店

〃

小笠原海運�

�産業能率大学 東日本事業部

�埼玉県経営者協会

�埼玉県経営者協会

�埼玉県経営者協会

氏 名

本多 康夫

朝川 哲一

中川 健二

藤原 貴也

渡辺 浩子

平野 正将

阿部 雅一

富永 良子

相田 高志

森川 泰

宮田 信久

峰 稔浩

町田 恭子

役 割

団 長

講 師

〃

〃

〃

研修・運営

〃

〃

〃

通 信 教 育

事 務 局

〃

〃

第
１
回
集
合
研
修
・
７
月
３０
日

本
多
康
夫
団
長
（
本
会
副
会
長
）
開
講

あ
い
さ
つ

第
１
回
集
合
研
修
・
７
月
３０
日

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義
」

第
３
回
集
合
研
修
・
９
月
２２
日

「
チ
ー
ム
づ
く
り
」
ト
リ
オ
づ
く
り

と
目
標
づ
く
り

―１１―



第
３
回
集
合
研
修
・
９
月
２２
日

ト
リ
オ
別
目
標
発
表

１０
月
７
日

洋
上
研
修

ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換

１０
月
８
日

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

１０
月
８
日

現
地
交
歓
会

南
洋
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影

１０
月
６
日

出
航
直
前
の
お
が
さ
わ
ら
丸
と
研
修
団

１０
月
８
日

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真

１０
月
８
日

現
地
交
歓
会

森
下
一
男
小
笠
原
村
村
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ

１０
月
１１
日

洋
上
研
修

「
チ
ー
ム
目
標
の
ふ
り
か
え
り
」
発
表

―１２―



埼
玉
県
の
最
低
賃
金

（
平
成
２
２
年
度
）

埼
玉
県
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

埼
玉
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
下
記
の

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
人
を

除
く
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

7
5
0

２
０
．１
０
．１
６

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

次
の
人
達
に
は
、
上
記
の
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

非
鉄
金
属
製
造
業

（
非
鉄
金
属
第
１
次
製
錬
・
精
製
業
、
非
鉄
金
属
素

形
材
製
造
業
及
び
そ
の
他
の
非
鉄
金
属
製
造
業
を
除

く
。）

8
1
7

１
．
１
８
歳
未
満
又
は
６
５
歳
以
上
の
者

２
．
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
、

技
能
習
得
中
の
も
の

３
．
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
や
手
作
業
に

主
と
し
て
従
事
す
る
者

４
．
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
手
作
業
に
よ
る

包
装
、
袋
詰
め
、
箱
詰
め
又
は
運
搬
の

作
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

２
１
．１
２
．９

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

（
医
療
用
計
測
器
製
造
業
（
心
電
計
製
造
業
を
除

く
）
を
除
く
。）

8
2
1

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

（
産
業
用
運
搬
車
両
・
同
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業

及
び
そ
の
他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業（
自
転
車
・

同
部
分
品
製
造
業
を
除
く
）
を
除
く
。）

8
3
2

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製

造
業

8
2
9

各
種
商
品
小
売
業

（
衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品
を
小
売
す
る

事
業
が
該
当
す
る
。）

7
9
0

自
動
車
小
売
業

（
二
輪
自
動
車
小
売
業
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含

む
）
を
除
く
。）

8
3
1

（
注
１
）
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
深
夜
・
休
日
手
当
、
臨
時
又
は
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
２
）
著
し
く
労
働
能
力
が
低
い
人
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の
特
例
許
可
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

埼
玉

労
働

局
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会員の皆様にご協力いただきました「企業動向調査・特別調査」の結果がまとまりましたので、以下の通りご
報告させていただきます。 【本件照会先 埼玉県経営者協会 根岸・宮田・村上 TEL０４８‐６４７‐４１００】

�調査対象 ……………………………７５０社

有効回答数 ………………………２８２社

回収率……………………………３７．６％

�業種内訳 �内製造業 ……………１４３社

�内非製造業 …………１３９社

�資本金別（未記入１社）
�５０００万円以下 ……………………１３９社

�５０００万円超～１億円以下…………５３社
�１億円超～３億円以下……………３０社
�３億円超……………………………５９社

企企業業動動向向調調査査・・特特別別調調査査（（１１００年年７７月月実実施施））調調査査結結果果

�自社の業況を見ると最近のDI では、
前回調査とほぼ横ばいとなっている。

�しかしながら、先行きのDI では、非
製造業は横ばいとなっているのに対し、
製造業がマイナス２５ポイントと製造業
で業況が大幅に悪化する見通しとなっ
ている。

１０年７月調査

＋１１

＋２６

－４

－４

＋２

－１０

１０年４月調査

＋１１

＋２９

－７

＋９

＋２７

－９

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は、６～１３ポイント悪化し、
製造業を除きマイナスに転じている。

�先行きのDI は、３２～４０ポイントの大
幅悪化となり、マイナスに転じており、
業界の景気の先行きには極めて厳しい
見通しを持っていることがわかる。

１０年７月調査

－１２

＋１２

－３６

－２１

－９

－３３

１０年４月調査

－２

＋１８

－２３

＋１１

＋２９

－７

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近のDI は１０ポイント程度悪化し、
非製造業ではマイナスに転じている。

�先行きのDI は、３１～３９ポイントの大
幅悪化となり、マイナスに転じており、
先行きの景況感の厳しさが感じられる。

１０年７月調査

＋５

＋１５

－５

－７

－４

－９

１０年４月調査

＋１４

＋２３

＋５

＋２８

＋２７

＋３０

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

企業経営動向調査結果

調 査 概 要
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�－１．経営動向（売上高）

�設備DI は、前回調査との比較では、
非製造業では２ポイント悪化し、７と
引き続き過剰感が残るものの、製造業
では２５ポイント改善し、－９と過剰感
は解消されている。

�先行きでは非製造業が依然過剰感が残
るもの、製造業ではほぼ解消する見通
しとなっている。

１０年７月調査

－２

－９

＋７

＋３

－１

＋７

１０年４月調査

＋１０

＋１６

＋５

＋６

＋９

＋２

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�在庫水準DI は前回調査とほぼ同水準
で、在庫過大状況が続くとみている。

�先行きは前回調査よりさらに過剰感は
和らぎ、ほぼ解消されると見込んでい
る。

１０年７月調査

＋１１

＋１６

＋６

０

－２

＋２

１０年４月調査

＋１１

＋１８

＋３

＋４

＋７

０

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�１０／４－６実績は、前回調査見通しとの比較
では、非製造業は前回見通し並であったが、
製造業が２５ポイントの大幅な改善となった。

�見通しについては、１０／７－９は、前回調査
見通しとの比較では、非製造業が７ポイント
の改善。製造業では横ばいとなるものの、DI
は３２と高水準で推移。

�１０／１０－１２は、非製造業で１５ポイントの改善
を見込んでいるのに対し、製造業では２１ポイ
ントの悪化を見込んでいる。

（ ）内は１０年４月調査見通し

見 通 し

１０／１０－１２

＋１４

＋１１

＋１７

１０／７－９

（＋２０）
＋１７

（＋３１）
＋３２

（＋９）
＋２

実 績

１０／４－６

（－１）
＋１１

（ ０）
＋２５

（－２）
－４

１０／１－３

＋２１

＋４２

０

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�．その他

�１０／４－６実績は、前回調査見通しとの比較
では、製造業、非製造業ともに改善。特に製
造業は２６ポイントの大幅改善となった。見通
しについては、１０／７－９は、前回調査見通
しとの比較で、製造業、非製造業ともに１０ポ
イント程度の悪化を見込んでおり、非製造業
ではDI は０となる見通しである。１０／１０－
１２では、製造業は１２ポイント悪化するのに対
し、非製造業は１４ポイントの改善となり、全
社では前期比ほほ横ばいとなる見込みである。

（ ）内は１０年４月調査見通し

見 通 し

１０／１０－１２

＋９

＋５

＋１４

１０／７－９

（＋１８）
＋９

（＋２７）
＋１７

（＋９）
０

実 績

１０／４－６

（－９）
＋５

（－１１）
＋１５

（－７）
－４

１０／１－３

＋３２

＋４２

＋２２

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�雇用人員DI は、前回調査との比較で
は、製造業、非製造業ともに１０ポイン
ト以上改善し、過剰感も相当に和らい
できている。

�先行きのDI も少しずつ改善を見込ん
でおり、６カ月先の１２年１月頃には、
過剰感はほぼ解消される見通しとなっ
ている。

１０年７月調査

＋６

＋４

＋７

＋２

＋１

＋２

１０年４月調査

＋１８

＋１６

＋２１

＋４

＋２

＋７

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�資金繰りDI は、前回調査との比較で
は、製造業、非製造業ともに１０ポイン
ト以上悪化してきている。

�先行きをみると、資金繰りはさらに悪
化傾向を辿り、製造業でDI はマイナ
スに転じる見通しとなっている。

１０年７月調査

＋７

＋４

＋１０

－１

－４

＋２

１０年４月調査

＋１６

＋１８

＋１４

＋７

＋９

＋５

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�販売価格DI は前回調査との比較では、
製造業でマイナス７ポイント、非製造
業で２０ポイントと大幅な悪化を示し、
価格下落傾向はさらに高まるものと見
込まれる。

�先行きも、販売価格DI は現状比横這
いで推移し、引き続き価格下落傾向は
続くとの見通しとなっている。

１０年７月調査

－２６

－２３

－３０

－２３

－２５

－２０

１０年４月調査

－１３

－１６

－１０

－２４

－２０

－２９

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�仕入価格DI は、前回調査との比較で
は、製造業、非製造業ともに５ポイン
ト程度改善し、仕入れ価格上昇の一服
感も出てきている。

�先行きをみると、製造業、非製造業と
もに再び仕入れ価格が上昇するとの見
通しとなっている。

１０年７月調査

＋８

＋１５

＋１

＋１６

＋２６

＋５

１０年４月調査

＋１４

＋２０

＋７

＋１６

＋２７

＋５

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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特別調査結果

経 営 方 針 に つ い て

�「十分に共有されている」と「ある程度共有されている」の回答が９２％を超え、概ね会社で経営方針は共有されて
いることがわかる。しかしながら「十分に共有されている」は１７％にとどまっている。

組 織 風 土 に つ い て

�「�会議では本音や異論が活発に出される」「�風通しがよい」「�何のためにやるかを重視する」「�同僚が困っ
ていたら進んで助ける」という項目に当てはまるとする回答ががいずれも７０％を超えている。逆に「�数字の話ば
かりしている」が３４％、「�上司の顔色ばかりをうかがう」が４０％と低い回答割合となっており、良好な組織風土
が構築されている会社が多いことがわかる。

（ ）内は回答（１～４）の単純平均

―１７―



図表１ 初任給水準 ―全産業―

図表２ 初任給の推移 ―全産業―

図表３ 産業別初任給 ―大学卒事務系―

図表４ 規模別初任給 ―全産業―

図表５ 初任給凍結企業割合

�．調査要領
■調査目的：新規学卒者の初任給の実態と動向を把握し、

今後の初任給対策の参考とするため１９５２年よ
り実施

■調査対象：日本経団連企業会員及び東京経営者協会会員
企業１，９１５社

■調査時期：２０１０年６月１４日～７月５日
■回答状況：集計企業数４９６社（有効回答率２５．９％）（製造

業５２．６％、非製造業４７．４％、従業員５００人以
上７７．０％）

�．調査結果の概要
１．初任給水準 ―全産業―【図表１・２】
大学卒事務系の初任給額は２０７，４４５円となり、上昇率は

０．１３％であった。初任給の上昇率は、大学卒事務系以外の
全ての学歴区分で０．１％を下回るなど、ほぼ横ばいとなっ
ている。
上昇率の推移をみると、大学院（修士）卒技術系と大学

卒事務系の上昇率はわずかながら３年ぶりに前年を上回っ
たが、短大卒事務系と高校卒事務系、高校卒現業系は２年
連続で前年を下回った。

２．産業別・規模別にみた初任給
�産業別【図表３】
産業別初任給（大学卒事務系）をみると、上位は石油・

石炭製品、新聞・出版印刷の順、下位は金融・保険業、土

木建設業の順となっている。なお、上位の２産業は２００６年
から変っていない。

�規模別【図表４】
大学卒（事務系）と高校卒（現業系）では「１００～２９９人」

規模が最も高くなっているが、大学院（修士）卒（技術系）
では「５００～９９９人」規模が最も高くなっている。
また、学歴別の「３，０００人以上」規模の初任給を１００とし

て比較すると、大学卒（事務系）において３，０００人未満の
全規模１００を上回っているほか、短大卒（事務系）と高校
卒（事務系現業系）においても１００を超えているところが
多くなっている。

３．初任給の決定状況【図表５】
前年の初任給を据え置いた（凍結した）企業の割合は、

２年連続で上昇して９割を超えており（９０．９％）、過去最
高であった２００３年（９１．４％）とほぼ同水準に達している。
また、前年より初任給を引き上げた企業は８．３％、引き下
げた企業は０．９％となっている。

日本経団連・２０１０年３月卒「新規学卒者決定初任給調査結果」の概要

１．大学卒事務系の初任給額は２０７，４４５円であり、上昇率は０．１３％とほぼ横ばい
２．大学卒事務系では、「３０００人未満」規模の初任給が、「３０００人以上」規模の初任給
を上回っている

３．前年の初任給を据え置いた企業の割合は９割を超え（９０．９％）、過去最高だった
２００３年（９１．４％）とほぼ同水準

今年の初任給調査
結果のポイント
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青
年
経
営
者
部
会
の
九
月
例
会
が
九

月
三
日
�
午
後
、
大
宮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
二
十
七
名
が
参
加
し
、
講

演
会
と
懇
親
会
の
二
部
構
成
で
開
催
さ

れ
た
。

第
一
部
の
講
演
会
は
、「
安
岡
正
篤

先
生
に
学
ぶ
」
と
題
し
、
�
郷
学
研
修

所

安
岡
正
篤
記
念
館

副
理
事
長
兼

所
長

荒
井

桂
氏
に
よ
り
行
わ
れ
、

梶
原
靖
友
副
部
会
長
（
梶
原
工
業
）
の

司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

開
会
で
松
本
伸
一
郎
部
会
長
（
松
本

商
会
）
は
「
こ
の
混
迷
す
る
社
会
で
、

ど
う
経
営
し
、
ど
う
生
き
る
の
か
等
に

つ
い
て
悩
み
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今

般
、
縁
が
あ
っ
て
嵐
山
町
に
あ
る
郷
学

研
修
所

安
岡
正
篤
記
念
館
を
訪
ね
、

安
岡
先
生
の
教
え
に
心
打
た
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
安
岡
正
篤
は
、
一
世
の
師

表
、
天
下
の
木
鐸
、
と
仰
が
れ
、
国
家
・

社
会
の
指
導
層
の
精
神
的
柱
石
、
軍
・

政
・
官
・
財
界
の
指
南
役
と
し
て
重
き

を
な
し
て
き
た
人
で
し
た
。
そ
こ
で
今

回
の
例
会
で
、
安
岡
人
間
学
を
改
め
て

学
び
た
い
」
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
荒
井

桂
氏

は
、
昭
和
十
年
埼
玉
県
生
ま
れ
、
東
京

教
育
大
学
文
学
部
（
東
洋
史
学
専
攻
）

卒
業
、
以
来
、
四
十
年
間
、
埼
玉
県
に

お
い
て
高
校
教
育
及
び
、
教
育
行
政
に

従
事
。
平
成
五
年
か
ら
十
年
ま
で
埼
玉

県
教
育
長
、
在
任
中
国
の
教
育
課
程
審

議
会
委
員
及
び
、
経
済
審
議
会
特
別
委

員
等
を
歴
任
、
平
成
十
六
年
以
来
現
職
。

著
書
は
「
新
・
立
志
ノ
ス
ス
メ
」「
安

岡
教
学
の
淵
源
」
等
。

講
演
で
は
、「
安
岡
正
篤
一
日
一
言
」

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
続
け
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
は
、
社
会
的
混
迷
の
深
ま
る

な
か
で
、
心
の
支
え
、
精
神
的
支
柱
と

な
る
確
か
な
も
の
が
、
多
く
の
人
々
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
、
安
岡
教
学
が
そ
の

求
め
に
応
じ
得
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
と
、
分
析
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
時
代
の
差
異

を
超
え
、
時
代
の
激
変
を
貫
い
て
説
得

力
を
持
ち
続
け
る
安
岡
教
学
の
普
遍
・

不
易
な
る
所
以
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と

言
え
ば
、
そ
れ
は
、
す
べ
て
、
東
洋
教

学
を
中
心
と
す
る
和
・
漢
・
洋
の
古
典

と
歴
史
に
立
脚
し
、
そ
の
教
え
に
基
づ

い
て
説
か
れ
た
、
実
践
的
人
間
学
・
活

き
た
人
物
学
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
古

典
と
歴
史
に
立
脚
し
な
い
安
岡
正
篤

「
個
人
の
創
作
」
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当

た
ら
な
い
と
い
え
る
。
ま
さ
に
、
こ
の

辺
り
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
山
口
浩
人
幹
事
（
守
屋

八
潮
建
設
）
の
謝
辞
を
い
た
だ
き
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
原

宏
埼
玉

県
経
営
者
協
会
名
誉
会
長
の
埼
玉
の
地

酒
に
よ
る
乾
杯
と
挨
拶
で
幕
を
開
け
、

続
い
て
、
三
国
雅
裕
埼
玉
県
経
営
者
協

会
専
務
理
事
に
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
和

気
藹
々
の
懇
親
が
続
き
、
藤
池
一
誠
副

部
会
長
（
デ
サ
ン
）
の
閉
会
挨
拶
で
お

開
き
と
な
っ
た
。

在
職
中
の
競
業
禁
止
義
務

在
職
中
の
従
業
員
が
競
業
避
止
義
務
を
負

う
こ
と
は
、
就
業
規
則
等
に
禁
止
の
定
め
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
信
義
則
上
の
義
務
と
し

て
明
か
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
判
例
上
も
、「
一
般
に
、

被
用
者
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
労
使

間
の
信
頼
関
係
に
反
す
る
よ
う
な
態
様
で
侵

害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
雇
用
契
約
上
の

付
随
義
務
な
い
し
信
義
則
上
の
義
務
を
負
い
、

そ
の
一
つ
と
し
て
勤
務
時
間
内
外
を
問
わ
ず

競
業
避
止
義
務
を
負
う
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、

雇
用
中
に
競
業
行
為
を
行
っ
て
使
用
者
の
正

当
な
利
益
を
害
し
た
場
合
は
、
雇
用
契
約
上

の
付
随
義
務
な
い
し
信
義

則
上
の
義
務
違
反
と
し
て

債
務
不
履
行
責
任
を
負
う

と
と
も
に
、
不
法
行
為
責

任
を
負
う
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」（
平
成
二
一
・

三
・
五
、
名
古
屋
高
裁
判

決
）
と
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

退
職
後
の
社
員
の
競
業
禁
止

一
方
、
労
働
者
が
退
職
し
た
場
合
に
、
退

職
後
の
再
就
職
に
あ
た
っ
て
は
、
職
業
選
択

の
自
由
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
一
般
に
、
労

働
者
が
雇
傭
関
係
継
続
中
、
競
業
避
止
義
務

を
負
担
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

そ
の
間
に
習
得
し
た
業
務
上
の
知
識
・
経
験
・

技
術
は
労
働
者
の
人
格
的
財
産
の
一
部
を
な

す
も
の
で
、
こ
れ
を
退
職
後
に
各
人
が
ど
の

よ
う
に
生
か
し
利
用
し
て
い
く
か
は
各
人
の

自
由
に
属
し
、
特
約
も
な
し
に
こ
の
自
由
を

拘
束
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
昭
和
四
三
・

三
・
二
七
、
金
沢
地
裁
判
決
）
と
さ
れ
て
い

る
。

退
職
後
は
特
約
に
よ
る
禁
止

し
た
が
っ
て
、
退
職
後
の
競
業
を
禁
止
す

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
「
特
約
」
と
し

て
の
労
使
間
の
退
職
後
の
「
競
業
禁
止
の
合

意
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

か
か
る
退
職
後
の
競
業
禁
止
の
合
意
が
有

効
な
た
め
に
は
、
�
製
造
や
営
業
等
秘
密
の

中
枢
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
つ
い
て
�
そ
の
秘

密
が
保
護
に
値
す
る
適
法
な
も
の
で
あ
っ
て
、

か
つ
�
特
約
を
も
っ
て
す
る
限
り
に
お
い
て

有
効
で
あ
る
。

さ
ら
に
特
約
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
�
制

限
期
間
を
限
定
し
（
た
と
え
ば
二
年
間
等
）、

�
対
象
地
域
に
つ
い
て
定
め
（
事
案
に
よ
っ

て
は
全
世
界
も
あ
ろ
う
）、
�
対
象
職
種
や

業
務
を
限
定
し
（
会
社
の
全
営
業
種
目
と
い

う
包
括
的
な
も
の
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
）、
�
か
か
る
制
限
の
何
ら
か
の
代
償

が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
そ
の
代
償
は
在

職
中
の
研
究
手
当
、
開
発
手
当
、
役
職
手
当

等
で
も
差
し
支
え
な
い
）、
等
が
要
件
に
な

る
（
昭
和
四
五
・
一
〇
・
二
三
、
奈
良
地
裁

判
決
）。

特
約
の
な
い
場
合
は

競
業
禁
止
の
特
約
が
な
い
場
合
で
も
、「
退

職
後
の
競
業
行
為
が
不
法
行
為
」
と
な
る
場

合
は
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
最
高

裁
は
、「
元
従
業
員
等
の
競
業
行
為
が
、
社

会
通
念
上
自
由
競
争
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違

法
な
態
様
で
元
雇
用
者
の
顧
客
を
奪
取
し
た

と
み
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
行
為

は
元
雇
用
者
に
対
す
る
不
法
行
為
に
当
た

る
。」
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
取
引
先
の
営
業
担
当
で
あ
っ
た

こ
と
に
基
づ
く
人
的
関
係
等
を
利
用
す
る
こ

と
を
超
え
て
、
被
上
告
人
の
営
業
秘
密
に
係

る
情
報
を
用
い
た
り
、
被
上
告
人
の
信
用
を

お
と
し
め
た
り
す
る
な
ど
の
不
当
な
方
法
で

営
業
活
動
を
行
っ
た
場
合（
平
成
二
二
・
三
・

二
五
、
最
高
裁
一
小
判
決
）
等
は
こ
れ
に
該

当
す
る
。

講
演
会
と
懇
親
会
の
二
部
構
成

青
年
部
会

九
月
例
会

安
岡
正
篤
記
念
館
所
長
が
講
演

社
員
の
競
業
禁
止
義
務

弁
護
士

安
西

�

開
会
挨
拶
す
る
松
本
伸
一
郎
部
会
長

講
演
す
る
荒
井
桂
氏
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医
療
業
界
の
Ｉ
Ｔ
化
が
ま
す
ま

す
進
む
な
か
、
わ
が
国
で
初
め
て

レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
が
請
求
す

る
医
療
費
の
明
細
書
）
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
世
に
送
り
出
し
、
以
来
、

医
療
事
務
の
Ｉ
Ｔ
化
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
三
洋
電
機
の
『
メ
デ
ィ
コ

ム
』。
東
日
本
メ
デ
ィ
コ
ム
�
は
、

そ
の
地
域
販
社
と
し
て
行
田
市
に

本
社
を
置
く
。

当
社
の
松
本
運
造
社
長
�
写
真

�
は
、
ト
ヨ
タ
販
社
へ
就
職
後
ト

ヨ
タ
イ
ズ
ム
を
学
び
、
負
け
ず
嫌

い
と
旺
盛
な
好
奇
心
、
そ
し
て
何

事
に
も
集
中
す
る
性
格
を
活
か
し
、

埼
玉
県
内
で
は
営
業
ト
ッ
プ
の
成

績
を
残
し
た
。

社
長
の
信
念
は「
挑
戦
と
創
造
」。

常
に
新
た
な
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
精
神
も
忘
れ
な
い
。
ト
ヨ
タ

で
の
営
業
経
験
と
人
脈
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
三
十
三
歳
の
時
に

三
洋
電
機
「
メ
デ
ィ
コ
ム
」
の
販

社
と
し
て
埼
玉
メ
デ
ィ
コ
ム
�
を

起
業
・
設
立
、
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
販
売
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
埼
玉
地
域
か
ら
北
関

東
へ
と
販
路
を
拡
大
し
、
自
社
開

発
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
や
大

学
薬
学
部
と
の
共
同
開
発
に
よ
る

医
療
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
と
提
供
と
い
う
、一
般
の「
販

社
」
と
い
う
領
域
を
超
え
た
独
自

の
事
業
展
開
を
進
め
る
企
業

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
関
東

全
域
へ
の
シ
ェ
ア
ア
ッ
プ
と
、

全
国
の
医
療
機
関
へ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
提
供
を
目
指
し
、

平
成
十
二
年
に
は
東
日
本
メ

デ
ィ
コ
ム
�
に
社
名
変
更
。

メ
デ
ィ
コ
ム
販
売
分
野
で
は

連
続
し
て
最
優
秀
代
理
店
の

栄
誉
も
獲
得
し
て
い
る
。
さ

い
た
ま
、
水
戸
、
横
浜
に
各

支
店
を
開
設
、
平
成
十
六
年

に
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
取
り
扱
い
を
始
め
、
ソ
ー

ラ
ー
エ
ナ
ジ
ー
事
業
部
を
開

設
し
た
。
さ
ら
に
平
成
十
八
年
に

は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
と

顧
客
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

五
反
田
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
、
平
成
二
十
二
年
に
業
務
拡

大
に
伴
い
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
上
野
へ
移
転
す
る
と
共
に
上
野

支
店
を
開
設
し
た
。

「
医
療
業
界
の
発
展
と
未
来
に

き
れ
い
な
地
球
を
残
し
た
い
」
と

い
う
の
が
当
社
の
願
い
。「
医
療

界
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
医
療
業
界
の

発
展
に
寄
与
し
、
さ
ら
に
は
医
療

費
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
ソ
ー
ラ

ー
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
の
活
用
は

地
球
温
暖
化
対
策
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減

に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
事
業
は
地
域
貢
献
に
も
つ
な

が
る
と
確
信
す
る
」
と
、
松
本
社

長
は
力
強
く
語
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
企
業
は
人
」
と
い
う
の
が
事
業

運
営
に
当
た
っ
て
の
社
長
の
基
本

的
な
考
え
方
。
各
部
門
の
部
門
別

教
育
研
修
を
積
極
的
に
行
う
と
共

に
、
年
に
一
回
は
全
社
員
を
対
象

と
し
た
礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
研
修

も
実
施
、
人
材
育
成
に
は
特
に
注

力
し
て
い
る
。
若
手
人
材
を
大
切

に
す
る
当
社
の
未
来
が
大
い
に
期

待
で
き
る
。

株
式
会
社
ヨ
シ
カ
ワ
の
創
業
は

大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）、
地

元
で
九
十
六
年
の
業
歴
を
有
す
る

老
舗
企
業
で
あ
る
。
当
初
は
農
機

具
や
耕
運
機
の
製
造
を
主
に
行
っ

て
い
た
が
、
時
代
と
と
も
に
変
化

す
る
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
現
在
で
は

鉄
骨
加
工
、
建
築
鉄
骨
を
主
力
事

業
と
し
て
い
る
。

平
成
元
年
に
は
全
国
鉄
骨
評
価

機
構
が
定
め
る
性
能
評
価
基
準
Ｍ

グ
レ
ー
ド
の
認
定
を
取
得
、
さ
ら

に
作
業
の
効
率
化
を
図
り
い
ち
早

く
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
。
工
場
に
は
溶

接
ロ
ボ
ッ
ト
の
他
、
五
ト
ン
・
一

〇
ト
ン
天
井
ク
レ
ー
ン
を
、
ス
ト

ッ
ク
エ
リ
ア
に
は
一
〇
ト
ン
の
門

型
ク
レ
ー
ン
を
配
備
す
る
な
ど
、

他
の
Ｍ
グ
レ
ー
ド
認
定
工
場
で
も

数
少
な
い
充
実
し
た
設
備
で
大
型

案
件
に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
確

立
し
て
い
る
。

経
営
理
念
で
あ
る
「
感
動
と
安

ら
ぎ
の
空
間
を
創
造
し
ま
す
」
の

精
神
で
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
、

今
で
は
県
内
有
力
ゼ
ネ
コ
ン
を
中

心
に
受
注
先
を
有
し
、
マ
ン
シ
ョ

ン
、住
宅
か
ら
店
舗
、工
場
ま
で
施

工
実
績
は
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

現
社
長
の
吉
川
武
氏
は
、
三
代

目
で
、
鳩
山
町
商
工
会
長
を
務
め

た
実
父
義
雄
氏
よ
り
、
平
成
十
五

年
に
経
営
を
引
き
継
ぎ
、「
人
と

の
交
流
、
つ
な
が
り
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
現
場
を
通
じ
て
技
術
と
信

用
を
つ
な
ぐ
「
人
財
」
の
育
成
に

積
極
的
に
注
力
す
る
な
ど
、
厳
し

い
経
済
情
勢
の
中
を
奮
闘
し
て
い

る
。社

長
の
名
刺
に
は『
年
中
無
休
・

二
十
四
時
間
受
付
』
の
文
字
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。「
お
客
さ
ま
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
い
つ
で
も

対
応
す
る
と
い
う
姿
勢
が
信
用
に

つ
な
が
る
」
と
の
思
い
で
、
専
務

時
代
か
ら
十
六
年
あ
ま
り
実
践
し

続
け
る
な
ど
、
顧
客
第
一
の
姿
勢

を
貫
い
て
い
る
。

会
社
経
営
の
傍
ら
で
、
長
年
に

わ
た
っ
て
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。「
春

に
は
老
人
ホ
ー
ム
の
入
園
者
と
花

見
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
人
と
の
ふ
れ
合
い
が
自
分

の
肥
や
し
に
な
っ
て
い
る
」
と
眼

を
輝
か
せ
て
語
る
。
現
在
は
鳩
山

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
会
会
長
も
務
め
る
。

経
営
者
と
し
て
課
題
に
掲
げ
る

の
が
、「
新
た
な
展
開
（
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
）
の
追
求
」
だ
。
現

在
、
地
元
商
工
会
が
主
催
す
る
経

営
革
新
計
画
に
関
す
る
研
修
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。「
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
意
見
も
ヒ
ン
ト

に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
模
索

の
日
が
続
く
が
、「
年
中
無
休
・

二
十
四
時
間
受
付
」
の
経
営
姿
勢

で
、
ヨ
シ
カ
ワ
は
お
客
さ
ま
に
感

動
と
安
ら
ぎ
の
空
間
を
創
造
し
続

け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

なな話話題題 北北 西西 中中 南南

北
部
東
日
本
メ
デ
ィ
コ
ム
�

医
療
費
の
明
細
表
な
ど
医
療

業
界
事
務
Ｉ
Ｔ
化
を
リ
ー
ド

DATA
会 社 名：東日本メディコム株式会社
本 社：行田市斎条１２８番地
電 話：０４８‐５５７‐３３３３
代 表 者：代表取締役 松本運造
設 立：昭和５４年１２月
資 本 金：３，３００万円
従 業 員：１５５名
売 上 高：５０億円（平成２１年１１月期）
事業内容：医事コンピュータの販売及びサポート、医

療機関及び調剤薬局ソフトウェアの開発・
販売、太陽光発電システムの販売 など

西
部

�
ヨ
シ
カ
ワ

DATA

会 社 名：�ヨシカワ
本 社：〒３５０‐０３２２ 比企郡鳩山町今宿

５１２‐４
電 話：０４９‐２９６‐１２２０
Ｆ Ａ Ｘ：０４９‐２９６‐１２４２
代 表 者：代表取締役 吉川 武
創 業：大正３年
資 本 金：１，０００万円
事業内容：建築鉄骨工事 建築一式工事

「
年
中
無
休
・
二
四
時
間
受
付
」で
お
客
様

に
感
動
と
安
ら
ぎ
の
空
間
を
創
造
す
る

松本運造社長

吉川 武社長

ネットワーク型医事コンピュータ
Medicom-MC／XIII

本
社
屋
と
工
場

―２０―



																							
																							
																							

日
本
ビ
ニ
ル
工
業
の
創
業
は
昭

和
十
四
年
、
創
業
七
十
一
年
の
歴

史
を
有
す
る
ビ
ニ
ル
レ
ザ
ー
、
ビ

ニ
ル
壁
紙
、
ビ
ニ
ル
ペ
ー
パ
ー
製

造
を
事
業
内
容
と
す
る
ビ
ニ
ー
ル

工
業
会
（
レ
ザ
ー
部
門
）
で
は
日

本
有
数
の
会
社
で
あ
る
。

会
社
目
標
は
、
�
お
客
様
に
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
会
社
、
�
社

員
が
そ
の
能
力
を
十
二
分
に
発
揮

で
き
る
会
社
、
�
常
に
継
続
・
成

長
し
続
け
る
会
社
で
あ
り
、
ま
た
、

経
営
理
念
は
「
変
転
す
る
市
場
動

向
と
顧
客
の
要
求
を
見
極
め
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
我
社
を
創
り
変
え

て
行
く
こ
と
に
よ
り
顧
客
満
足
度

の
最
大
化
を
図
り
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
我
社
の
繁
栄
と
社
員
の
幸

福
が
招
来
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
、

我
社
は
ひ
た
す
ら
前
進
を
続
け

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
会
社
目
標
、

経
営
理
念
に
基
づ
き
、
別
途
、
社

員
行
動
指
針
、
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
、

「
各
個
人
が
考
え
、
組
織
で
実
行

す
る
集
団
へ
！
」
と
い
う
社
内
キ

ー
ワ
ー
ド
等
が
策
定
さ
れ
、
さ
ら

に
こ
れ
ら
目
標
・
方
針
等
の
具
現

化
に
向
け
、
人
事
考
課
体
系
が
構

築
さ
れ
る
な
ど
、
体
系
的
な
社
内

体
制
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

現
社
長
の
壽
原
英
樹
氏
は
、
開

成
高
校
、
慶
応
大
学
を
卒
業
後
、

昭
和
四
十
八
年
に
フ
ジ
タ
工
業
に

入
社
。
支
店
、
本
社
勤
務
を
経
て
、

昭
和
六
十
三
年
に
は
広
報
課
長
に

就
任
。
そ
の
後
、
平
成
五
年
に
は
、

慶
応
大
学
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
同
好

会
で
活
動
し
た
経
験
等
か
ら
、
Ｊ

リ
ー
グ
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚
�

の
広
報
部
長
と
い
う
異
色
の
キ
ャ

リ
ア
を
積
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
フ
ジ
タ
工
業
の
関
係

会
社
の
役
員
等
を
経
て
、
平
成
十

四
年
に
当
社
に
入
社
、
平
成
十
六

年
二
月
に
当
社
三
代
目
の
社
長
に

就
任
し
た
。

昨
今
の
新
興
国
と
の
競
争
激
化
、

円
高
等
に
よ
る
国
内
製
造
業
の
海

外
移
転
の
動
き
に
は
、「
各
企
業

で
置
か
れ
た
環
境
・
状
況
に
違
い

が
あ
り
、
断
定
的
な
表
現
は
で
き

な
い
が
、
と
前
置
き
を
し
つ
つ
も
、

�
経
営
の
原
点
は
雇
用
を
守
る
こ

と
で
あ
る
�」
と
確
固
た
る
信
念

を
語
る
。

会
社
経
営
の
傍
ら
、
�
春
日
部

労
働
基
準
協
会
会
長
、
�
埼
玉
県

雇
用
開
発
協
会
理
事
等
々
の
要
職

も
こ
な
し
て
い
る
。

将
来
の
夢
は
と
い
う
問
い
に
対

し
て
は
、「
次
代
に
向
け
、
さ
ら

に
社
内
体
制
の
整
備
・
充
実
に
注

力
す
る
と
と
も
に
、
個
人
的
に
は

趣
味
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
続
け
、
近

い
将
来
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

日
本
ビ
ニ
ル
工
業
は
、
壽
原
社

長
の
リ
ー
ド
の
下
、
社
内
キ
ー
ワ

ー
ド
で
あ
る
、�
各
個
人
が
考
え
、

組
織
で
実
行
す
る
集
団
�
に
向
け
、

確
実
に
成
長
し
続
け
る
も
の
と
考

え
る
。

株
式
会
社
工
房
は
、
新
聞
販

売
店
支
援
シ
ス
テ
ム
や
バ
ス
事

業
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
シ
ス
テ

ム
開
発
事
業
と
住
宅
設
計
施
工

事
業
と
サ
イ
ト
運
営
事
業
の
三

つ
の
事
業
展
開
に
よ
り
、
売
上

高
十
八
億
を
達
成
し
、
今
年
で

創
立
三
十
周
年
を
迎
え
た
。

当
社
の
成
田
正
史
社
長
は
、

北
海
道
の
夕
張
市
生
ま
れ
、
高

校
卒
業
後
は
東
京
で
ロ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
目
指
す
も
夢

破
れ
、
札
幌
の
事
務
機
販
売
会

社
の
営
業
マ
ン
と
な
る
。
持
前

の
営
業
セ
ン
ス
と
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
に
よ
り
、
頭
角
を
あ
ら
わ
す

が
、
そ
の
会
社
の
枠
に
収
ま
り

き
れ
ず
、
二
十
七
歳
で
事
務
機

販
売
会
社
を
創
業
し
た
の
は
一

九
七
九
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

成
田
社
長
は
独
立
の
理
由
を

「
社
員
と
し
て
務
ま
ら
な
い
か

ら
社
長
に
な
っ
た
」
と
照
れ
る

が
、
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
時

代
が
来
る
と
予
見
、
さ
ら
に
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
つ
け
て
の
販
売

を
目
指
し
た
。
し
か
し
、
新
聞

販
売
店
の
顧
客
に
既
存
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
つ
け
て
パ
ソ
コ
ン
を

販
売
し
た
が
、「
こ
ん
な
ソ
フ

ト
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
、「
な
い
も
の
は
、
つ

く
れ
ば
い
い
」
と
の
成
田
正
史

精
神
で
、
新
聞
販
売
店
用
の
ソ

フ
ト
の
自
社
開
発
を
始
め
た
。

そ
の
ソ
フ
ト
は
、
契
約
や
集
金
、

領
収
書
の
発
行
等
の
管
理
だ
け

で
は
な
く
、
増
紙
の
営
業
戦
略

と
し
て
も
使
え
る
発
想
で
、
営

業
力
と
営
業
セ
ン
ス
溢
れ
る
氏

な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
。

八
八
年
、
北
海
道
の
バ
ス
会

社
か
ら
、
観
光
バ
ス
の
シ
ス
テ

ム
開
発
の
依
頼
を
受
け
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
「
発
車
オ
ー
ラ

イ
」
の
開
発
が
始
ま
る
。
こ
れ

は
、
予
約
・
台
帳
管
理
・
配
車

か
ら
売
上
・
入
金
・
未
収
管
理
、

法
定
報
告
書
ま
で
、
手
書
き
転

記
作
業
を
解
放
す
る
も
の
で
あ

る
。
九
五
年
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
や

ｉ
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
か
ら
の
紹
介
・
予

約
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
二
十
四
時
間
発
券
、
携
帯
電

話
を
活
用
し
た
モ
バ
イ
ル
チ
ケ

ッ
ト
を
も
利
用
で
き
る
高
速
バ

ス
・
定
期
観
光
バ
ス
予
約
シ
ス

テ
ム「
発
車
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト
」

の
開
発
を
始
め
、
現
在
圧
倒
的

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、〇
四
年
、戸
田
に
建

て
た
社
屋
が
冬
に
寒
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
北
海
道
の
暖
か
い
家

を
首
都
圏
に
建
て
よ
う
と
、
し

か
し
、
成
田
社
長
も
成
田
明
正

常
務
も
建
築
に
は
、
ま
っ
た
く

の
素
人
、し
か
し
、「
な
い
も
の
は
、

つ
く
れ
ば
い
い
」
と
の
精
神
が

こ
こ
で
も
燃
え
上
が
り
、
成
田

常
務
が
中
心
と
な
り
、
建
築
事

業
部
が
発
足
、現
在
で
は
、売
上

の
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に

成
長
し
た
。さ
ら
に
、今
年
川
口

に
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
本

社
社
屋
を
建
築
し
、
ク
ラ
ウ
ド

セ
ン
タ
ー
等
を
立
ち
上
げ
、
こ

こ
を
拠
点
に
、
な
い
も
の
を
つ

く
り
続
け
、�
工
房
の
未
来
の
扉

を
開
い
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

DATA
会 社 名：株式会社工房

本 社：川口市本町３‐２‐２２

代 表 者：代表取締役社長 成田正史

創 業：１９７９年６月

資 本 金：１４，３００万円

従業員数：７０人

事業内容：ソフトウエア開発、建築、サイト運営

電 話：０４８‐２２７‐０５５５

http : //www.khobho.co.jp

DATA
会 社 名：日本ビニル工業�
所 在 地：〒３４０‐０２０３ 久喜市桜田５‐２‐１
電 話：０４８０‐５８‐８００１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８０‐５８‐９００７
本 社：�いたま市浦和区北浦和５‐３‐２０
代 表 者：代表取締役社長 壽原英樹
創 業：昭和１４年
資 本 金：４，９９２万円
従業員数：８０名
売 上 高：２２億円
事業内容：ビニルレザー、ビニル壁紙、ビニルペーパ

ー製造

南
部

�
工
房

中
部
日
本
ビ
ニ
ル
工
業
�

個
人
が
考
え
、
組
織
で
実

行
す
る
集
団
を
目
指
し
て

売
上
高
十
八
億
を
達
成
し

今
年
で
創
立
三
十
周
年
に

壽原英樹社長

成田正史社長（右）と成田明正常務

工
場
・
事
務
所
全
景

―２１―






































































































































































































































































































































私は、素材メーカの研究所で半導体材料の研究を１６年間し、それか
らこの大学にきました。その私から提案をひとつ。大学を会社ではで
きない実験だけでなく、新人教育に活用してみたらいかがでしょうか。
私の専門は半導体です。会社にいたとき求められたのは、理論でも
論文でもなく、他社にできない素子を作り、動作させることでした。
いい例がGaN青紫発光素子です。格子定数が著しく異なる素子は物
にならないという「常識」を覆し、市場の流れを変えてしまいました。
それなら、会社で稼働している装置を使って、新素材の実験ができ
るかといいますと、答えは「ノー」です。よくご存知のように、半導
体材料は ppmオーダの不純物混入が素子の特性を左右します。そん
なところで素性のわからない実験をされて、まともな製品ができなく
なったら莫大な損失が発生するからです。これは、共同研究という形
で、すでに多く実施されています。
私の経験から言えば、新人が伸びるには、事故を起こさない程度の
危険な体験が必要です。そのような経験を積む程、自分の頭で考えて
行動できるようになります。ところが稼働中の装置を新人教育に使っ
て、事故や不良品を出したら大変です。だから、稼働中の装置を使っ

て、思い切った新人教育はできません。また、ベテランが教育者とは
限らないのも事実です。
教員は企業の現場で経験豊富で、大学は環境も整っています。新人
の方には、教わるだけでなく、教員とのふれあいから次世代に開くア
イディアが生まれるかもしれません。大学を、研究はもちろんですが、
新人教育の場としても活用してみたらいかがでしょうか？

本誌の読者の皆さんは、どの程度建設技能者の世界をご存じでしょ
うか。例えば、技能者の賃金・労働三保険・技能者制度等のことです。
職長を知っている方はおられるかもしれませんが、その職長にも相当
程度の技能差があることを存じていらっしゃらない方も多いはずです。
間違いなく言えることは、建設現場において作業を実施するのは技能
者であり、それ以外の設計者やゼネコンの現場監督や係員等は、施工
計画・管理・検査等を担当していることです。そしていくら管理や検
査を厳しくしても技能者が「適切な仕事を的確に作業する」ことがな
ければ建築物の品質確保はできません。そういう意味で、技能者は品
質確保の最後の砦として建設生産システムの中で重要な役割を担って
います。しかしながら、この技能者たちの処遇がきわめて劣悪なもの
になっていることは事実です。国土交通省に登録されている上級職長
を登録基幹技能者といいます。基幹技能者は、建設現場の実状に精通
し、現場における作業管理・調整能力を有することにより、現場に実
態に応じた施工方法を施工管理技術者や監理技術者に提案・調整し、
部下の技能者に対しては適切な指揮・統率を行っていく役割を担って
いる者です。基幹技能者の資格制度は、平成７年に策定された「建設
産業政策大綱」の中で「新しい技能者像」として位置づけられ、その
後、国土交通省が支援するものの専門工事業団体が自主的に運営する
民間資格として整備が進められてきました。

当面は、既存の職長制度と登録基幹技能者制度が併存することにな
りますが、将来的な建設現場の施工体制は、各職種の基幹技能者が出
そろい、その中から躯体一式を統括できるようなスーパー基幹技能者
が育つことが望ましいと考えています。建設現場では、ゼネコン係員
クラスは、大学等での技術者教育を受けたものと、技能者から技術者
の道に進んだものが共存することになります。完成度の高い建築、品
質が確保できた建物は技能者の技なくして実現しません。ここで述べ
た新しい技能者制度がその改善の一助になれば幸いです。本誌の読者
の皆さんには是非建設技能者に関心を持っていただきたいです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 三国 雅裕、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

共同研究だけでなく新人教育に大学を活用してみては？
製造技能工芸学科 平 谷 雄 二 教授

平谷雄二（ひらたにゆうじ）教授、工学博士、東北大学大学院卒業、古河電気工業を経て２００４年からものつくり大学。２００９年教
授、現在に至る。
著書「ビジュアル真空技術（コロナ社）」応用物理学会、電子情報通信学会会員（連絡先：０４８‐５６４‐３８２８／hiratani@iot.ac.jp）

建築生産システムの変化に伴う上級建設技能者の育成と活用
建設技能工芸学科 三 原 斉 教授

三原 斉（みはらひとし）教授、近畿大学理工学部建築学科卒業、工学院大学大学院博士後期課程修了、博士（工学）。一級建
築士、一級建築施工管理技士他。専門は、建築生産、建築構法、建築教育。村本建設�を経て２００１年ものつくり大学専任講師、
助教授、准教授を経て、現在教授。日本建築学会、東京建築士会他に所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８５２／mihara@iot.ac.jp）

写真２ 基幹技能者育成のためのブ
レーンストーミングによる演
習形式での実務研修の状況

手作りのマスクアライナーで光スイッチ製作中

写真１ 基幹技能者育成のための講
義形式による理論研修の状
況

１０９Pa まで到達できる超高
真空装置。このような装置
の扱い方も指導できます

―２２―



高
校
生
が
専
門
学
習
成
果
発
表

第
２０
回
埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
く

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
一

〇
月
二
一
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で

開
催
し
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事
に

も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大
き
く

期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問
や
不
安

を
抱
く
よ
う
に
な
る
こ
の
時
期
に
「
入
社

後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
よ
り
良
い
仕
事

を
遂
行
す
る
た
め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を

学
び
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
仕
事
に

取
り
組
め
る
よ
う
意
欲
の
向
上
を
図
る
」

た
め
、
参
加
し
た
二
八
名
が
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
だ
。

開
講
に
あ
た
り
、
三
国
雅
裕
専
務
理
事

よ
り
挨
拶
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ

ー
ト
ナ
ー
講
師
・
古
澤
美
奈
子
人
材
教
育

研
究
所
代
表
古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
入
社
後
の
職

場
生
活
を
振
り
返
っ
て
」「
職
場
で
期
待

さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の
再
確
認
」「
仕

事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
職
場
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
を
振
り
返
っ
て
」「
今
後
の
挑

戦
課
題
と
目
標
設
定
を
考
え
る
」。

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
グ
ル
ー
プ
討
議
と
し
、「
体
験
」
と

「
振
り
返
り
」
を
重
ね
る
こ
と
で
気
づ
い

た
こ
と
を
明
日
か
ら
の
仕
事
に
活
か
せ
る

よ
う
な
内
容
と
な
っ
た
。

入
社
後
半
年
を
迎
え
た
新
入
社
員
を
対

象
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
の
は
初
め

て
だ
が
、
参
加
者
に
と
っ
て
貴
重
な
「
振

り
返
り
の
場
」
と
な
っ
た
よ
う
な
の
で
、

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、

ア
ロ
ハ
ガ
ス
�
�
、
Ｍ
Ｃ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

�
�
、
柏
木
建
設
�
�
、
秩
父
ガ
ス
�
�
、

東
京
イ
ン
キ
�
�
、
日
本
地
工
�
�
、
社

会
福
祉
法
人
隼
人
会
ま
き
ば
園
�
、
武
州

産
業
�
�
、
社
会
福
祉
法
人
毛
呂
病
院
光

の
家
療
育
セ
ン
タ
ー
�
、
�
有
輝
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
二
八
名
。

本
会
が
後
援
し
た
「
第
二
十
回
埼
玉
県

産
業
教
育
フ
ェ
ア
・
第
三
回
彩
の
国
未
来

創
造
フ
ェ
ア
」
が
埼
玉
県
教
育
委
員
会
と

埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の
主
催
に
よ
り

九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
の
二
日
間

の
日
程
で
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
を
メ
イ

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

商
業
高
校
や
工
業
高
校
な
ど
、
専
門
高

校
等
の
生
徒
に
よ
る
学
習
成
果
発
表
の
祭

典
で
あ
る「
埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」を

中
心
と
し
た
、科
学
・
技
術
や
産
業
の
分
野

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
一
堂
に
会
し
て
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
対
す
る
子
ど

も
た
ち
の
興
味
や
関
心
を
広
く
喚
起
す
る

と
と
も
に
、「
も
の
づ
く
り
の
心
」や「
科
学

す
る
心
」を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

今
年
度
は
本
会
も
後
援
し
て
い
る
「
第

３
回
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
」
も
同
時

開
催
さ
れ
、
小
中
学
生
を
は
じ
め
多
く
の

県
民
の
方
々
が
参
加
で
き
る
、
様
々
な
も

の
づ
く
り
体
験
や
科
学
実
験
体
験
な
ど
の

体
験
教
室
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
。
特
に
、

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
で
は

「
な
ぜ
今
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
求
め
ら
れ
る
の

か
」
と
題
し
て
「
も
し
高
校
野
球
の
女
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』
を
読
ん
だ
ら
」
の
著
者
・
岩

崎
夏
海
氏
に
よ
る
特
別
講
演
会
等
が
開
催

さ
れ
多
く
の
高
校
生
、
一
般
企
業
の
方
々

の
参
加
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
期
間
中

の
来
場
者
は
主
会
場
の
他
、
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅

西
口
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
含
め
二
一
、

三
五
〇
人
に
の
ぼ
っ
た
。

当
会
は
、
多
年
若
年
層
の
人
材
問
題
に

深
く
関
わ
り
、
特
に
産
業
界
、
企
業
社
会

を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
直
結
す
る
専
門

高
校
と
の
連
携
に
注
力
し
て
き
て
お
り
、

こ
の
フ
ェ
ア
に
会
と
し
て
関
与
し
て
き
た

の
も
同
様
の
狙
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
産
業
教
育
フ
ェ
ア
は
「
企

業
・
大
学
等
の
展
示
」
や
「
も
の
づ
く
り

教
育
フ
ェ
ア
」
に
お
け
る
会
員
企
業
の
出

展
な
ど
、
各
種
の
催
事
を
通
し
て
、
教
育

界
と
地
域
の
企
業
を
は
じ
め
産
業
界
、
大

学
等
と
の
連
携
が
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
会
は
今
後
も
教
育
界
と
地
元
産
業
社

会
と
の
連
携
を
強
力
に
進
め
、
本
県
の
次

代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
の
で
、
関
係
企
業
の
皆
さ
ま
へ
の

御
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

職
場
の
重
要
な
戦
力
へ
の
成
長
を
目
指
し
て

―
入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
る
と
と
も
に

今
後
の
目
標
設
定
等
に
取
り
組
む
―

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
開
く

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
メ
イ
ン
に
、
体
験

を
通
し
て
気
付
き
を
得
る
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
気
付
い
た

こ
と
を
話
し
合
い
「
気
づ
き
」
と
し
て

発
表
。

企
業
・
大
学
等
の
出
展

総
合
開
会
式

―２３―
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「
埼
玉
県
あ
っ
た
か
子

育
て
企
業
賞
」
受
賞
企

業
が
決
定
し
ま
し
た

埼
玉
県
内
企
業
の
中
国

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
し
ま
す
！

〜
埼
玉
県
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
二
年

十
一
月
一
日
オ
ー
プ
ン
〜

県
で
は
、
子
育
て
支
援
に
取
り
組
み
、

す
ぐ
れ
た
成
果
を
挙
げ
て
い
る
企
業
・

事
業
所
を
「
埼
玉
県
あ
っ
た
か
子
育
て

企
業
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
二
十
二
年
度
の
表

彰
企
業
六
社
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

□

大
賞

ボ
ッ
シ
ュ
株
式
会
社

【
受
賞
理
由
】

�
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
は
法
定
を

上
回
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
の
育
児
休
業
取
得

実
績
も
あ
る
。

�
年
度
ご
と
に
有
給
休
暇
の
取
得
目
標

を
定
め
、
従
業
員
に
取
得
を
促
す
こ

と
で
、
九
〇
％
を
超
え
る
高
い
有
給

休
暇
取
得
率
を
実
現
し
て
い
る
。

�
中
学
生
の
就
業
体
験
受
入
れ
や
工
場

周
辺
の
通
学
路
清
掃
な
ど
、
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

□

奨
励
賞

（
五
社
、
五
〇
音
順
）

曙
ブ
レ
ー
キ
岩
槻
製
造
株

式
会
社

【
受
賞
理
由
】

�
育
児
休
業
や
短
時
間
勤

務
は
法
定
を
上
回
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
女

性
だ
け
で
な
く
男
性
の
育
児
休
業
・

短
時
間
勤
務
取
得
実
績
も
あ
る
。

�
有
給
休
暇
取
得
促
進
の
た
め
の
独
自

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、
従
業
員
の
家
族

参
観
日
の
開
催
な
ど
、
家
庭
生
活
に

配
慮
し
た
取
組
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

株
式
会
社
コ
マ
ー
ム

【
受
賞
理
由
】

�
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
は
法
定
を

上
回
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
事
業

所
内
託
児
施
設
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

�
従
業
員
と
そ
の
家
族
を
招
き
、
社
長

が
手
料
理
を
振
る
舞
う
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
社
長
と
従
業
員
及
び
そ
の

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
取
組
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
。

三
州
製
菓
株
式
会
社

【
受
賞
理
由
】

�
社
内
の
委
員
会
を
中
心
に
、
男
性
の

育
児
休
業
取
得
の
た
め
の
働
き
か
け

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

�
各
人
の
休
暇
予
定
を
全
従
業
員
に
配

布
す
る
手
帳
に
印
字
し
て
お
く
こ
と

で
、
休
暇
を
取
り
や
す
い
雰
囲
気
を

醸
成
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

昭
和
電
工
株
式
会
社
秩
父
事
業
所

【
受
賞
理
由
】

�
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
は
法
定
を

上
回
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
の
育
児
休
業
取
得

実
績
も
あ
る
。

�
社
内
で
も
、
当
事
業
所
に
お
け
る
男

性
育
児
休
業
取
得
率
・
短
時
間
勤
務

利
用
率
は
高
く
な
っ
て
お
り
、
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。

リ
コ
ー
ユ
ニ
テ
ク
ノ
株
式
会
社

【
受
賞
理
由
】

�
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
は
法
定
を

上
回
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
女
性

だ
け
で
な
く
男
性
の
育
児
休
業
取
得

実
績
も
あ
る
。

�「
働
き
や
す
く
、働
き
が
い
の
あ
る
会

社
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
社
員
意
識

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
制
度

構
築
に
活
か
す
な
ど
、
職
場
風
土
の

改
善
に
全
社
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
と
も
経
営
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
や
地
域
で
の
子
育
て
支
援
に

よ
り
一
層
の
御
理
解
と
、
積
極
的
な
取

組
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
県
勤
労
者
福
祉
課

０
４
８
（
８
３
０
）
４
５
１
３

国
内
需
要
が
伸
び
悩
む
中
、
成
長
著

し
い
中
国
市
場
で
一
社
で
も
多
く
の
県

内
企
業
の
皆
様
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
埼
玉
県
で
は
、
平
成
二
十
二

年
十
一
月
一
日
、
中
国
上
海
市
に
「
埼

玉
県
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

御
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
に
あ
る
「
埼
玉
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
�

埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社
」
が
連
携

窓
口
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

世
界
最
大
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
中
国
」

で
、
県
内
企
業
の
皆
様
の
成
功
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

中
国
取
引
に
精
通
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
（
一
人
）
及
び
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
二

人
）
が
常
駐
し
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

貿
易
・
投
資
相
談

�
輸
出
入
制
度
、商
慣
習
、現
地
法
令
、必

要
手
続
等
に
関
す
る
具
体
的
な
相
談

現
地
情
報
提
供

�
社
会
・
経
済
状
況
、
市
場
概
況
等
、

現
地
生
情
報
の
提
供

展
示
会
出
展
支
援

�
現
地
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
、
出
展

者
等
の
情
報
提
供

商
談
設
定
・
ア
テ
ン
ド

�
出
張
な
ど
で
現
地
企
業
を
訪
問
す
る

際
の
日
程
調
整
、
ア
テ
ン
ド
等

取
引
先
発
掘
・
紹
介

�
取
引
希
望
業
種
の
企
業
リ
ス
ト
の
作

成
や
簡
単
な
企
業
情
報
の
提
供

現
地
専
門
家
の
紹
介

下
記
の
例
に
あ
る
よ
う
な
専
門
的
な

知
識
・
ス
キ
ル
を
必
要
と
す
る
業
務
や

長
期
間
に
わ
た
る
個
別
企
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
現
地
の

専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

現
地
人
材
発
掘
・
紹
介

�
現
地
採
用
に
向
け
た
優
秀
な
人
材
の

発
掘
、
紹
介

企
業
信
用
調
査

�
現
地
の
取
引
先
企
業
に
関
す
る
信
用

調
査

営
業
代
行

�
現
地
企
業
に
対
す
る
営
業
か
ら
契
約

締
結
ま
で
の
業
務
代
行
、
支
援

翻
訳
サ
ー
ビ
ス

�
契
約
関
係
の
文
書
、
企
業
Ｐ
Ｒ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
各
種
情
報
の
翻
訳

ト
ラ
ブ
ル
対
応

�
代
金
不
払
い
、
債
務
不
履
行
、
知
的

財
産
の
侵
害
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
た
際
に
お
け
る
相
談
及
び
ア
ド

バ
イ
ス

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
国
内
）

埼
玉
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー０

４
８
（
６
４
７
）
４
１
５
６

�
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興
公
社

０
４
８
（
６
４
７
）
４
０
７
５

（
国
外
）

埼
玉
県
上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

＋
８６
�
２１
�
５
２
１
２
�
５
９
６
１

□
メ
ー
ル

shanghai- bsc@
chinaw

ork.co.jp

彩
の
国
か
ら
第第５５６６回回

県
政
情
報
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「
企
業
行
動
憲
章
」
を
改
定

〜「
実
行
の
手
引
き
」も
見
直
し

日
本
経
団
連
は
、
九
月
十
四
日
の
理
事

会
で
「
企
業
行
動
憲
章
」
及
び
「
実
行
の

手
引
き
」
を
改
定
し
た
。
憲
章
は
約
六
年

ぶ
り
、
実
行
の
手
引
き
は
約
三
年
ぶ
り
の

改
定
で
あ
る
。

改
定
に
当
た
っ
て
は
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
二
六
〇

〇
〇
（
社
会
的
責
任
に
関
す
る
国
際
規

格
）
な
ど
の
国
内
外
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を

巡
る
動
向
や
消
費
者
庁
・
消
費
者
委
員
会

の
創
設
に
象
徴
さ
れ
る
消
費
者
政
策
へ
の

関
心
の
高
ま
り
、
さ
ら
に
は
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
の
環
境
対
策
へ
の
強
化
の
必
要

性
、
労
働
法
制
な
ど
の
関
係
法
令
の
改
正

等
を
反
映
さ
せ
た
。

大
畠
経
産
相
は
じ
め
経
産
省
幹

部
と
懇
談

―
成
長
戦
略
、
税
制
、
環
境
、

通
商
な
ど
で
意
見
を
交
換

日
本
経
団
連
は
九
月
三
〇
日
、
東
京
大

手
町
の
経
団
連
会
館
で
、
経
済
産
業
省
幹

部
と
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
経
産
省
か
ら

は
大
畠
経
済
産
業
大
臣
、
池
田
元
久
経
済

産
業
副
大
臣
、
松
下
忠
洋
経
済
産
業
副
大

臣
、
中
山
義
活
大
臣
政
務
官
、
田
島
要
大

臣
政
務
官
ら
が
、
日
本
経
団
連
か
ら
米
倉

会
長
、
渡
文
明
評
議
員
会
議
長
、
副
会
長

ら
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
挨
拶
し
た
米
倉
会
長
は
日
本
経

済
の
現
状
に
触
れ
、「
企
業
の
想
定
を
上

回
る
急
激
な
円
高
は
、
我
が
国
産
業
の
海

外
移
転
を
加
速
し
、
ひ
い
て
は
国
内
の
雇

用
機
会
を
喪
失
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

厳
し
い
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
迅

速
か
つ
果
敢
に
必
要
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
政

策
を
遂
行
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、『
新
成
長
戦
略
』
の
速
や
か

な
実
行
や
、
税
・
財
政
・
社
会
保
障
の
一

体
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
課
題
に
対

し
て
、
超
党
派
で
の
協
議
も
含
め
全
力
で

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
内
投
資
の
活
性

化
に
向
け
た
環
境
を
整
備
す
る
と
い
う
か

た
ち
で
、
新
成
長
戦
略
を
着
実
に
実
行
す

べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
そ
の
早
期
実

現
に
向
け
た
大
畠
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
期
待
を
示
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
日
本
経
団

連
側
か
ら
、「
国
家
レ
ベ
ル
で
グ
ロ
ー
バ

ル
に
法
人
税
の
引
き
下
げ
や
、
研
究
開
発
、

イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
激
し
い
競
争
が
行
わ
れ

て
お
り
、
法
人
の
税
負
担
の
実
質
的
な
軽

減
や
研
究
開
発
投
資
に
占
め
る
政
府
負
担

の
割
合
の
拡
大
な
ど
を
行
う
べ
き
で
あ

る
」、「
国
民
が
安
心
で
き
る
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
の
構
築
と
危
機
的
な
状
況

下
に
あ
る
わ
が
国
財
政
の
健
全
化
に
向
け
、

消
費
税
を
含
む
税
制
抜
本
改
革
を
一
刻
も

早
く
断
行
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」、

「
経
団
連
で
は
現
在
、『
低
炭
素
社
会
実

行
計
画
』
を
取
り
ま
と
め
中
で
あ
り
、
こ

れ
を
政
府
の
温
暖
化
対
策
の
柱
に
位
置
付

け
て
ほ
し
い
。
ま
た
産
業
界
と
経
産
省
、

環
境
省
、
外
務
省
と
の
横
断
的
・
恒
常
的

な
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
」、

「
地
球
温
暖
化
対
策
基
本
法
案
が
今
回
の

臨
時
国
会
で
そ
の
ま
ま
提
出
さ
れ
る
こ
と

に
強
い
懸
念
を
持
っ
て
い
る
」、「
Ｅ
Ｐ
Ａ
・

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
な
ど
、
ア
ジ
ア
を
中
核
と

す
る
開
か
れ
た
地
域
経
済
統
合
の
推
進
に

向
け
て
官
庁
間
の
連
携
を
強
化
し
、
総
合

的
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
発
言
が
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
大
畠
大
臣
か
ら
は
、「
各

分
野
で
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
て
対
応
す

べ
き
と
い
う
大
変
率
直
な
ご
意
見
を
も
ら

っ
た
の
で
、
今
日
の
話
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
お
互
い
の

理
解
促
進
の
た
め
、
今
後
も
時
々
こ
の
よ

う
な
会
合
の
開
催
を
お
願
い
し
た
い
」
と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

経
済
連
携
協
定
の
一
層
の
推
進

を
改
め
て
求
め
る

〜
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
に
向
け

て
の
緊
急
提
言

―
一
〇
月
二
十
一
日

十
一
月
十
三
、
十
四
の
両
日
、
横
浜
で

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
会
議
で
は
、
世
界
経
済
の
重
心
が
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
移
る
中
、
地
域
経
済
統

合
の
推
進
、
新
た
な
成
長
戦
略
の
策
定
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
、
世
界
の
構
造
変
化

に
対
応
し
た
新
た
な
行
動
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
議

長
を
務
め
る
わ
が
国
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
構

想
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
目
標
の
実
現
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

本
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
新
成

長
戦
略
」
に
お
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
枠
組

み
を
活
用
し
、
二
〇
二
〇
年
を
目
標
に
Ｆ

Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
構
築
す
る
た
め
の
わ
が
国
と

し
て
の
道
筋
を
策
定
す
る
と
し
た
こ
と
は
、

そ
の
よ
う
な
方
向
に
向
け
た
適
切
な
第
一

歩
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
国
会
の
冒
頭
に

お
い
て
、
総
理
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国

と
成
長
と
繁
栄
を
共
有
す
る
た
め
の
架
け

橋
と
し
て
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）・

自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）の
重
要
性
に
言

及
、
そ
の
一
環
と
し
て
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
へ
の
参
加
検
討
を

表
明
し
た
こ
と
は
誠
に
時
宜
を
得
て
い
る
。

こ
の
上
は
、
下
記
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

来
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
ま
で
に
決
定

さ
れ
る
予
定
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
関
す
る
基
本
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首

脳
会
議
の
場
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を

表
明
し
、
国
を
開
く
姿
勢
を
内
外
に
鮮
明

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
を
中
心
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
一
層
強
力
に
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば
、

国
際
的
な
事
業
環
境
の
整
備
に
お
い
て
諸

外
国
か
ら
大
き
く
後
れ
を
と
る
こ
と
に
な

る
。

記

一
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
早
期
参
加

�
日
韓
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
で
き
る
限
り
早
期
に
妥

結
す
る
と
と
も
に
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由

貿
易
地
域
（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
が
域
内
の
輸

入
関
税
撤
廃
を
完
成
す
る
二
〇
一
五
年

を
目
途
に
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
三
を

完
成
す
る
。
ま
た
、
先
般
大
筋
合
意
し

た
イ
ン
ド
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
加
え
て
、
豪

州
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
＋
六
の
完
成
に
道
筋
を
つ
け
る
。

�
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
米
国
の
関

心
が
薄
ら
い
で
い
る
と
見
ら
れ
る
現
時

点
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
経
済
統
合
の
動
き
と
米
国
と
を

橋
渡
し
唯
一
の
道
は
、
わ
が
国
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
に
で
き
る
限
り
早
期
に
参
加
す

る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
ま
で
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
実
現
に
向
け
、
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
広
域
経
済
連
携
と
並
ぶ
経
済

統
合
の
一
つ
の
大
き
な
核
を
形
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
最
近
マ
レ
ー
シ
ア

を
加
え
九
カ
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今

後
更
に
参
加
国
が
拡
大
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
わ
が
国
と
し
て
も
、
門
戸
が
開

か
れ
て
い
る
う
ち
に
、
で
き
る
限
り
早

期
に
交
渉
に
参
加
し
、
わ
が
国
の
事
情

を
考
慮
し
た
国
境
措
置
の
取
扱
い
な
ど

に
つ
い
て
主
張
し
て
い
く
と
と
も
に
、

新
た
な
ル
ー
ル
作
り
に
積
極
的
に
参
画

す
る
必
要
が
あ
る
。

�
わ
が
国
と
同
盟
関
係
に
あ
り
、
世
界
第

一
の
経
済
大
国
で
あ
る
米
国
を
含
む
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
、
先
進
的
な
ル
ー

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど
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ル
作
り
を
進
め
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の

戦
略
的
な
地
位
を
高
め
る
こ
と
に
も
な

る
。
そ
の
結
果
、
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ど

中
国
を
含
む
枠
組
み
作
り
や
焦
眉
の
急

と
な
っ
て
い
る
日
・
Ｅ
Ｕ
経
済
統
合
協

定
（
Ｅ
Ｉ
Ａ
）
の
来
春
交
渉
開
始
・
早

期
締
結
に
も
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
大
詰
め
を
迎
え
て
い
る

ペ
ル
ー
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
つ
い
て
も
、

早
期
妥
結
に
向
け
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
。

二
、
わ
が
国
農
業
の
構
造
改
革
に
よ
る
競

争
力
強
化

わ
が
国
農
業
の
競
争
力
強
化
を
図
る
た

め
、
新
規
就
農
や
新
規
参
入
を
含
め
た
意

欲
あ
る
多
様
な
担
い
手
の
確
保
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
約
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大

と
生
産
性
の
向
上
等
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
こ
れ
ら
構
造
改
革
を
迅
速
か
つ

強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
展

も
見
据
え
た
真
に
必
要
な
国
内
対
策
を
総

合
的
に
講
じ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
推
進
と
わ
が
国

の
食
料
供
給
基
盤
の
強
化
と
の
両
立
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
対
策
事
業
の
効
果
を
改

め
て
検
証
し
、
競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る

よ
う
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
国
民

負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
な
け
ら
ば
な
ら
な

い
。
経
済
界
と
し
て
も
、
農
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
て
、
農
商
工
連
携
の
推
進
や

輸
出
の
促
進
を
は
じ
め
、
農
業
界
と
の
連

携
・
協
力
を
更
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で

あ
る
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

セセンンタターー

情報の授受
相談など

情報の授受
相談など

企業間交渉の
機会の設定など送送出出企企業業

人人事事部部門門 受受入入企企業業
斡旋・紹介

―２６―
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九
月
一
六
日
〜
十
一
月
一
五
日

◆
九
・
一
六
〜
一
七

第
一
種
・
第
二

種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策

講
座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
二

第
三
一
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
三
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
四

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
中
心
と

す
る
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
情
勢
と
投

資
環
境
に
関
す
る
講
演
会
（
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
六

第
三
十
一
次
小
笠
原
洋

上
研
修
出
航
（
十
一
日
ま
で
）

◆
一
〇
・
一
四

第
四
十
六
期
労
働
法

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
八

平
成
二
十
二
年
度
第

二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
二
〇

第
四
十
六
期
労
働
法

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
一

新
入
社
員
フ
ォ
ー
ア

ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
三

平
成
二
二
年
度
モ
ロ

ッ
コ
・
ス
ペ
イ
ン
・
ド
イ
ツ
社
会
経

済
視
察
（
〜
一
一
・
三
）

◆
一
一
・
八

北
部
地
区
協
議
会
（
金

子
農
機
�
）、
給
与
計
算
と
年
末
調

整
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
一

西
部
地
区
協
議
会（
独

立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
）

平
成
二
十
二
年
九
月
二
日
、
三
輪
宗
文
埼
玉
労

働
局
職
業
安
定
部
長
、
大
島
誠
一
郎
埼
玉
県
産
業

労
働
部
副
部
長
、
藤
井
春
彦
埼
玉
県
教
育
局
県
立

学
校
部
長
が
、
本
会
事
務
局
に
来
局
、
三
国
雅
裕

専
務
理
事
に
対
し
、
埼
玉
県
知
事
、
埼
玉
労
働
局

長
、
教
育
長
の
三
者
連
名
の
「
一
般
求
職
者
及
び

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求
人
要
請

書
」（
詳
細
は
下
記
記
載
）
を
手
交
し
ま
し
た
。

現
下
の
雇
用
失
業
情
勢
は
、
持
ち
直
し
の
動
き

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
本
年
七
月
の
本
県
の
有
効

求
人
倍
率
は
〇
・
四
一
で
あ
り
、
ま
た
、
来
春
の

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人
も
昨
年
を
下
回
る

な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、
か
か

る
経
済
情
勢
の
中
で
、
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用

に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
子
・
高
齢
化
の
更
な
る
進

行
等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
計

画
的
な
人
材
の
確
保
は
、
い
か
な
る
経
営
環
境
下

に
あ
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
を
踏
ま
え
、
会
員
各
位
に
お
か

れ
て
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
、
希
望
に
燃
え
、
懸
命
に
就
職
活
動
を

行
っ
て
い
る
、
平
成
二
十
三
年
三
月
新
規
学
校
卒

業
者
の
求
人
の
確
保
と
採
用
に
つ
い
て
、
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

一
般
求
職
者
及
び
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象

と
し
た
求
人
要
請

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
県
内

雇
用
施
策
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
雇
用
情
勢
は
、
持
ち
直
し
の

動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
七
月

の
完
全
失
業
率
は
五
・
二
％
、
有
効
求
人
倍
率
は

〇
・
五
三
倍
（
埼
玉
県
〇
・
四
一
倍
）
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
中
身
を
み
て
み
ま
す
と
、
有
効
求
人

倍
率
が
上
昇
し
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
数
も
増
加

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
求
人
数
の
低
迷
に
よ
り
離

職
者
の
再
就
職
が
円
滑
に
進
ま
ず
、
結
果
と
し
て

求
職
者
の
滞
留
が
続
く
な
ど
、
失
業
期
間
の
長
期

化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
来
春
の
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の

現
在
の
求
人
受
理
状
況
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
昨

年
と
比
較
し
大
幅
に
減
少
し
た
昨
年
を
さ
ら
に
下

回
る
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
埼
玉
労
働
局
・
埼
玉
県
・
埼
玉

県
教
育
局
で
は
連
携
し
て
県
内
に
お
け
る
緊
急
雇

用
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
卒
業
時
に
就
職
が

未
決
定
の
新
規
学
卒
者
を
対
象
に
体
験
的
な
雇
用

機
会
を
設
け
、
求
職
者
と
事
業
主
の
相
互
理
解
を

深
め
た
上
で
、
正
規
雇
用
を
目
指
す
「
新
卒
者
体

験
雇
用
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
来
春
の

新
規
学
卒
者
か
ら
未
就
職
者
を
出
さ
な
い
取
組
み

を
埼
玉
県
・
埼
玉
県
教
育
局
と
連
携
し
て
実
施
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
な
求
人

開
拓
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
横

軸
に
雇
用
の
創
出
・
確
保
を
位
置
づ
け
、
官
民
連

携
で
雇
用
創
出
を
図
る
「
埼
玉
県
雇
用
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
」
を
推
進
し
、
又
、
県
教
育
局
に
お
い
て

は
独
自
に
採
用
し
た
求
人
開
拓
員
（
リ
ク
ル
ー
ト

マ
ス
タ
ー
）
や
各
高
等
学
校
が
積
極
的
に
求
人
開

拓
を
実
施
す
る
な
ど
、
雇
用
の
受
け
皿
創
出
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
の
円
高
基
調
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
九
月

末
で
の
打
ち
切
り
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
に
と
っ
て
良
い

人
材
は
い
つ
で
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

中
長
期
的
視
野
に
立
ち
、
一
人
で
も
多
く
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
の
申
込
み
が
な
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
ど
も
の
要
請

に
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
傘
下
団
体
及
び
事
業
主

の
み
な
さ
ま
に
こ
の
趣
旨
を
徹
底
し
て
頂
き
た
く

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
日

埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

埼
玉
労
働
局
長

苧
谷
秀
信

埼
玉
県
教
育
長

前
島
富
雄

社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会
長

利
根
忠
博
様

「
ん
？
」「
デ
パ
ー
ト
研
修
？
？
」「
な

ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
？
？
？
」
…
頭
い
っ
ぱ
い

の
「
？
」
マ
ー
ク
。
こ
れ
が
研

修
の
案
内
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た

時
の
素
直
な
感
想
で
し
た
。「
で

も
、
ま
あ
、
と
も
か
く
」
と
思

い
メ
ー
ル
を
読
み
進
め
る
と
、

今
度
は
「
Ｏ
Ｏ
デ
パ
ー
ト
屋
上

に
集
合
」
と
い
う
記
述
。「
へ
？

研
修
な
の
に
？
」
と
、
ま
す
ま

す
増
殖
す
る
「
？
」
マ
ー
ク
。

結
局
理
解
で
き
た
の
は
、「
ど

う
や
ら
究
極
の
現
場
・
実
践
研

修
ら
し
い
」
…
で
し
た
。

過
日
行
な
っ
た
「
デ
パ
ー
ト

研
修
」
参
加
者
か
ら
の
感
想
で

す
。こ

の
研
修
は
、
一
定
の
条
件

下
で
『
売
れ
て
い
る
商
品
』
と

逆
に『
売
れ
て
い
な
い
商
品
』を

数
時
間
内
で
各
自
の
思
考
し
た

情
報
分
析
を
ベ
ー
ス
に
二
つ
の
商
品
を
購

入
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
。

そ
れ
ら
を
持
ち
帰
り
、『
売
れ
て
い
る

商
品
』
と
逆
に
『
売
れ
て
い
な
い
商
品
』

の
原
因
追
求
議
論
を
グ
ル
ー
プ
別
に
行
い

発
表
し
ま
す
。
面
白
い
こ
と
に
二
つ
の
商

品
群
を
見
比
べ
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
売

れ
な
い
理
由
が
歴
然
と
し
て
く
る
の
も
不

思
議
な
も
の
で
す
。

そ
の
後
、各
自
が
選
ん
で
購
入
し
た『
売

れ
て
い
な
い
商
品
』
を
、
販
促
用
チ
ラ
シ

を
作
成
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

の
で
す
。
当
然
、
発
想
の
転
換
や
諸
々
の

要
素
を
駆
使
し
て
。

さ
て
、
先
程
の
参
加
者
の
感
想
の
続
き

で
す
。

「
実
践
」「
議
論
」
の
結
果
の
プ
レ
ゼ

ン
。
つ
ま
り
「
売
れ
て
い
な
い
」
商
品
を

「
買
い
た
い
」
と
思
わ
せ
る
工
夫
の
部
分

を
拝
聴
・
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
至
極
当
た
り
前
の
こ
と
に
、

今
回
改
め
て
気
付
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
な

わ
ち
、「
買
い
た
い
と
思

わ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

「
そ
の
商
品
の
、
相
手
に

と
っ
て
の
付
加
価
値
を
、

い
か
に
高
め
る
か
」
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

二
、
そ
の
「
付
加
価
値
の
高
め

方
」
に
は
、
多
彩
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

三
、
人
間
は
多
様
で
あ
り
、
そ

の
多
様
さ
こ
そ
が
究
極
の

価
値
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
こ
の
参
加
者
の
感
想

文
を
読
ん
で
の
感
想
は
如
何
で

し
ょ
う
か
？

企
業
の
人
材
育
成
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、

人
材
教
育
の
方
法
手
段
は
多
様
で
す
。
そ

の
企
業
に
真
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
十
分
な
効
果
は
な
さ
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
是
非
と
も
人
材
育
成
の
本
質

を
見
極
め
、
企
業
に
マ
ッ
チ
し
た
匙
加
減

を
十
二
分
に
考
慮
し
て
み
て
下
さ
い
。

事
業
だ
よ
り

第１７８回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

一
般
及
び
新
規
学
卒
者
の
採
用
を

知
事
ら
三
者
連
名
で
本
会
に
要
請

―２７―
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★
理
事
会

日
時

十
二
月
七
日
�
十
五
時
三
〇
分
〜
十

八
時
三
〇
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
三
階
チ
ェ
リ

ー
ル
ー
ム

★
埼
玉
大
学
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
合
同
特

別
公
開
講
座
二
十
二
年
度
第
二
講

日
時

十
二
月
九
日
�
十
四
時
〜
十
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
三

演
題

「
海
外
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
日
本
企
業

の
あ
る
べ
き
人
材
・
組
織
戦
略
と
は
」

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

禹
宗

氏

★
第
四
十
六
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
五
講

日
時

十
二
月
九
日
�
十
三
時
一
〇
分
〜
十

六
時
四
十
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
一
会
議
室

内
容

安
全
衛
生
・
労
災
・
賠
償

講
師

弁
護
士

山
中
健
児
氏

★
同
右
第
六
講

日
時

十
二
月
十
六
日
�
十
時
〜
十
六
時
四

十
五
分

内
容

労
働
時
間
・
割
増
賃
金

講
師

弁
護
士

岩
本
充
史
氏

★
同
右
第
七
講

日
時

二
十
三
年
一
月
二
〇
日
�
十
三
時
一

〇
分
〜
十
六
時
四
十
五
分

内
容

組
合
活
動
の
変
化
、
無
組
合
、
合
同

労
組

講
師

弁
護
士

岡
芹
健
夫
氏

★
外
国
人
留
学
生
の
活
用
等
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー

日
時

十
二
月
十
三
日
�
十
三
時
三
〇
分
〜

十
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
三
・
四

〇
四

内
容

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

★
平
成
二
十
二
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別

公
開
講
座

日
時

十
二
月
十
七
日
�
十
四
時
三
〇
分
〜

十
七
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム

内
容
「
の
ぼ
う
の
城
・
和
田
竜
氏
に
聞
く
」

―
現
代
の
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー
像
と

は
？

講
師

和
田
竜
氏
他

★
平
成
二
十
三
年
度
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

二
十
三
年
一
月
十
二
日
�
十
三
時
三

〇
分
〜
十
七
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム
他

講
演

「
課
題
先
進
国
」
日
本
の
プ
ラ
チ
ナ

構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

講
師

三
菱
総
合
研
究
所
・
理
事
長
小
宮
山

宏
氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

二
十
三
年
二
月
二
日
�
十
三
時
三
〇

分
〜
十
六
時
三
〇
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

二
十
三
年
二
月
三
日
�
十
三
時
三
〇

分
〜
十
六
時
三
〇
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
リ
リ
ア

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

二
十
三
年
二
月
九
日
�
十
三
時
三
〇

分
〜
十
六
時
三
〇
分

会
場

丸
広
百
貨
店

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

二
十
三
年
二
月
一
〇
日
�
十
三
時
三

〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分

会
場

�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

★
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

日
時

二
十
三
年
二
月
十
四
日
�
十
六
時
〜

十
七
時
三
〇
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム

演
題

「
人
口
オ
ー
ナ
ス
下
の
日
本
経
済
の

行
方
〜
企
業
、
そ
し
て
地
域
経
済
へ

の
影
響
は
」

講
師

法
政
大
学
大
学
院
教
授
・
日
本
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
顧
問

小
峰
隆

夫
氏

★
労
務
委
員
会

日
時

二
十
三
年
三
月
七
日
�
十
三
時
三
〇

分
〜
十
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
市
民
ホ
ー
ル
四
〇
四

内
容

「�
思
い
	
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、

そ
の
実
践
事
例
に
つ
い
て
」

★
平
成
二
十
二
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
日
時

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日
�
十
四
時

〜
十
六
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
四
階
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム

講
演
「
企
業
を
伸
ば
す
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
」

講
師

�
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
レ
イ
ン
代
表
取

締
役
社
長

新
将
命
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
ア
ズ
企
画
設
計

代
表
取
締
役

松
本

俊
人

川
口
市
戸
塚
東
二
―
一
―
二
六

電
話
〇
四
八
―
二
九
八
―
一
七
〇
〇

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
二
六
名

不
動
産
業

リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク
�

代
表
取
締
役
社
長

金
丸

信
一

所
沢
市
大
字
松
郷
一
五
一
―
五
一

電
話
〇
四
―
二
九
四
五
―
四
一
八
〇

（
資
）
八
千
六
百
八
十
八
万
円

（
従
）
五
〇
名

精
密
測
定
器
・
検
査
器
及
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
製
造
及
び
販
売

※
現
在
、「
会
員
名
簿
」
を
平
成
二
二
年
一

二
月
発
行
に
向
け
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

「
会
員
名
簿
」
が
完
成
次
第
会
員
各
位
に

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
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い
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大
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木
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一
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‐五
‐八
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ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所


埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

三
国
雅
裕

編
集
人

根
岸
茂
文

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

♪埼玉音協主催

三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
平成22年12月17日（金）

18 : 30開場 19 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
４回目の主催公演となりました“三遊亭歌之介独演会”は、毎回ご来場の
お客様より「とにかく笑った」「また聴きたい」とご好評を頂いております。
師匠である“三遊亭円歌”譲りの“漫談調の高座”はお腹がひっくりか
えるほどの笑いの連続です！ 是非お楽しみください。

＊お申し込みは FAXにてお願いいたします。FAXNo. ０４８‐６４１‐０９２４

爆爆笑笑
ラライイ
ブブ

会員の動き 告 知 版

この印刷物は再生紙を使用しています
―２８―


